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や
め
よ
う
⋮
 
ご
み
の
野
焼
き

ご
み
を
野
焼
き
す
る
習
慣
を 

や
め
ま
し
ょ
う 

　
家
庭
か
ら
出
た
ご
み
を
付
近
で

焼
却
す
る
習
慣
は
、
ご
み
の
量
が

少
な
く
、
ご
み
収
集
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
な
い
頃
に
は
、
ご
み
処
理

の
た
め
に
相
応
の
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
し
た
。 

　
現
在
は
ご
み
の
量
も
多
く
な
り
、

ご
み
質
も
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。

焼
却
は
十
分
管
理
さ
れ
た
焼
却
炉

で
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

野
焼
き
は
多
く
の
苦
情
が 

よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す 

　
野
焼
き
の
ば
い
煙
や
悪
臭
に
対

す
る
苦
情
、
最
近
で
は
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
の
発
生
を
心
配
す
る
声
も
よ

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
野
焼
き
で
は
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
を
し
た
焼
却

炉
の
数
千
倍
か
ら
数
万
倍
の
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
が
発
生
す
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

環
境
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を 

減
ら
そ
う 

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
は
、
ご
く
微

量
で
も
ガ
ン
や
奇
形
を
起
こ
す
な

ど
様
々
の
強
い
毒
性
が
あ
る
う
え

に
非
常
に
分
解
さ
れ
に
く
い
た
め
、

土
、
川
、
海
↓
生
物
↓
食
物
↓
人

と
食
物
連
鎖
に
よ
り
次
々
に
濃
縮

汚
染
さ
れ
、
人
に
害
毒
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
更
に
心
配

な
の
は
、
母
体
や
母
乳
↓
赤
ち
ゃ

ん
の
ル
ー
ト
で
の
影
響
で
す
。
21

世
紀
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も

野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
。 

 

中
央
西
福
祉
保
健
所
　
環
境
課 

　
０
８
８
９
｜
２
２
｜
１
２
８
６ 

日
高
村
役
場
　
健
康
福
祉
課 

　
２
４
｜
７
８
５
１ 

◎「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に
より廃棄物の野焼きは一部の例外を除いて
禁止されています。 
◎野焼きは直接罰の対象となります。 

　３年以下の懲役もしくは300万円
以下の罰金、またはこれらの両方 

information

平
成
17
年
度
甲
種
防
火
管
理
者
資
格

取
得
講
習
会
の
実
施
に
つ
い
て

入
札
結
果 

１
　
採
用
予
定
人
員（
採
用
予
定
日
） 

　
　
若
干
名（
平
成
18
年
４
月
１
日
） 

 

２
　
受
験
資
格 

（ １）
　
昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者 

（ ２）
　
仁
淀
消
防
組
合
管
内
（
い
の
町
、

春
野
町
、
日
高
村
）
の
い
ず
れ

か
の
町
村
に
居
住
可
能
な
者 

（ ３）
　
日
本
国
籍
を
有
す
る
者 

（ ４）
　
次
の
身
体
基
準
を
満
た
す
者 

ア
　
身
長 お

お
む
ね
男
性
は
160
㎝
以

上
、
女
性
は
150
㎝
以
上 

イ
　
体
重 お

お
む
ね
男
性
は
50
㎏
以

上
、
女
性
は
45
㎏
以
上 

ウ
　
胸
囲 お

お
む
ね
身
長
の
２
分
の

１
以
上 

エ
　
視
力 両

眼
と
も
視
力
1.0
以
上（
矯

正
視
力
の
場
合
は
裸
眼
視

力
0.1
以
上
） 

オ
　
色
覚
　
正
常
な
者 

カ
　
聴
力
　
正
常
な
者 

 

３
　
試
験
内
容
及
び
試
験
日 

第
１
次
試
験
（
教
養
試
験
・
作
文
） 

　
平
成
17
年
９
月
18
日
（ 日） 

第
２
次
試
験
（
体
力
測
定
・
面
接
） 

　
平
成
17
年
10
月
下
旬 

 

４
　
受
付
期
間 

平
成
17
年
８
月
８
日
（ 月） 

〜
８
月
19
日
（ 金） 
　
　 

 

５
　
申
込
書
の
請
求 

（ １）
　
申
込
書
は
、
消
防
本
部
ま
た
は
、

春
野
、
吾
北
、
日
高
の
各
分
署

へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。 

（ ２）
　
郵
送
に
よ
る
請
求
は
、
封
筒
に

「
採
用
試
験
申
込
書
請
求
」
と

朱
書
き
し
、
返
信
用
封
筒
（
宛

先
を
明
記
し
、
80
円
切
手
を
貼

る
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。 

（ ３）
　E

-m
ail

に
よ
る
請
求
は
、 

niyodoshoubou@
baobab.or.jp

　
　
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

　
受
験
手
続
き
、
そ
の
他
試
験
に
関

す
る
こ
と
は
、
消
防
本
部
総
務
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
　
０
８
８
｜
８
９
３
｜
３
２
２
１ 

　
仁
淀
消
防
組
合
で
は
、
消
防
法
第
８
条
の
規
定
に

よ
る
甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
受
講
希
望
者
は
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。 

 

講
習
日
時 

　
平
成
17
年
８
月
11
日
（ 木）
、
12
日
（ 金） 

 

実
施
場
所 

　
高
知
県
消
防
学
校 

　
　
吾
川
郡
い
の
町
大
内
２
０
３
０ 

　
　
　
０
８
８
｜
８
９
２
｜
０
０
８
７ 

 

受
付
期
間 

　
７
月
１
日
（ 金）
か
ら
７
月
25
日
（ 月）
迄 

 

受

講

料 

４
、０
０
０
円
（
受
講
申
請
時
に
納
入
す
る
こ
と
。） 

※
受
講
申
請
書
は
、
消
防
本
部
及
び
各
分
署
に
あ
り

ま
す
。 

 

　
申
込
方
法
は
、
申
請
書
に
受
講
料
と
写
真
２
枚
（
縦

４
㎝
×
横
３
㎝
）
を
添
え
、
消
防
本
部
又
は
各
分
署

ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

 

○
講
習
等
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先 

仁
淀
消
防
組
合
消
防
本
部 

　
　
　
　
　
　
０
８
８
｜
８
９
３
｜
３
２
２
１ 

春
野
分
署
　
　
０
８
８
｜
８
９
４
｜
３
４
３
０ 

吾
北
分
署
　
　
０
８
８
｜
８
６
７
｜
２
８
１
２ 

日
高
分
署
　
　
２
４
｜
５
４
１
１ 

工　事　名 

工 事 番 号 

工 事 場 所 

請 負 業 者 

請負代金額 

契約年月日 

村道砥石谷妹背線災害復旧工事

16災第3386号

日高村大花

田中建設㈱

￥47,250,000

平成17年３月31日 

工　事　名 

工 事 番 号 

工 事 場 所 

請 負 業 者 

請負代金額 

契約年月日 

村道砥石谷妹背線（2）災害復旧工事

16災第3388号

日高村本村

㈲日高組

￥39,900,000

平成17年３月31日 

消
防
職
員
採
用
試
験
案
内

仁
淀
消
防
組
合 

InformationInformation

○
対
象
者 

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平
成
17
年
４

月
１
日
に
お
い
て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受

け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位

の
ご
遺
族
お
一
人 

１
．
弔
慰
金
の
受
給
権
者 

２
．
戦
没
者
等
の
子 

３
．
①
父
母
　
②
孫
　
③
祖
父
母
　
④
兄
弟
姉
妹 

（
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い
な
か
っ

た
方
等
は
除
か
れ
ま
す
） 

４
．
右
記
３
以
外
の 

　
　
①
父
母
　
②
孫
　
③
祖
父
母
　
④
兄
弟
姉
妹 

５
．
右
記
１
か
ら
４
以
外
の
三
親
等
内
の
親
族 

（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以

上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
） 

○
支
給
内
容 

　
額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の
記
名
国
債 

○
請
求
期
間 

　
平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で 

○
請
求
窓
口 

　
日
高
村
役
場
健
康
福
祉
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
） 

　
請
求
手
続
な
ど
詳
し
く
は
、 

　
　
２
４
｜
７
８
５
１ 

　
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

優
良
運
転
者
の

支
部
表
彰
に
つ
い
て

第
８
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す 

　
交
通
安
全
協
会
で
は
、
次
の
表

彰
を
行
い
ま
す
の
で
、
地
区
理
事

ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。 

 

☆
優
良
運
転
者
（
四
輪
・
二
輪
） 

安
全
協
会
の
会
員
で
あ
っ
て
過

去
７
年
間
無
事
故
無
違
反
の
方 

 

☆
受
付
期
間 

　
８
月
１
日
〜
８
月
25
日 

 

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
交
通
安
全

協
会
い
の
支
部
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

　
０
８
８
｜
８
９
３
｜
１
２
３
４ 
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を
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す
る
習
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を 

や
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ま
し
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家
庭
か
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出
た
ご
み
を
付
近
で

焼
却
す
る
習
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は
、
ご
み
の
量
が

少
な
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、
ご
み
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集
な
ど
が
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れ
て
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な
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頃
に
は
、
ご
み
処
理

の
た
め
に
相
応
の
役
割
を
果
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て
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ま
し
た
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現
在
は
ご
み
の
量
も
多
く
な
り
、

ご
み
質
も
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。

焼
却
は
十
分
管
理
さ
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た
焼
却
炉

で
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
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野
焼
き
は
多
く
の
苦
情
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い
ま
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野
焼
き
の
ば
い
煙
や
悪
臭
に
対

す
る
苦
情
、
最
近
で
は
ダ
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の
発
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を
心
配
す
る
声
も
よ

せ
ら
れ
て
い
ま
す
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野
焼
き
で
は
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イ
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焼
却
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数
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倍
の
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
が
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こ
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ま
す
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環
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中
の
ダ
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シ
ン
に
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微
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で
も
ガ
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や
奇
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を
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様
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強
い
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、
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、
川
、
海
↓
生
物
↓
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で
に
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本
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者 

ア
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以
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上 

イ
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ね
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は
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㎏
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、
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は
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ウ
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２
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1.0
以
上（
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正
視
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力
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以
上
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オ
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常
な
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カ
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力
　
正
常
な
者 

 

３
　
試
験
内
容
及
び
試
験
日 

第
１
次
試
験
（
教
養
試
験
・
作
文
） 

　
平
成
17
年
９
月
18
日
（ 日） 

第
２
次
試
験
（
体
力
測
定
・
面
接
） 

　
平
成
17
年
10
月
下
旬 

 

４
　
受
付
期
間 

平
成
17
年
８
月
８
日
（ 月） 

〜
８
月
19
日
（ 金） 
　
　 

 

５
　
申
込
書
の
請
求 

（ １）
　
申
込
書
は
、
消
防
本
部
ま
た
は
、

春
野
、
吾
北
、
日
高
の
各
分
署

へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。 

（ ２）
　
郵
送
に
よ
る
請
求
は
、
封
筒
に

「
採
用
試
験
申
込
書
請
求
」
と

朱
書
き
し
、
返
信
用
封
筒
（
宛

先
を
明
記
し
、
80
円
切
手
を
貼

る
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。 

（ ３）
　E

-m
ail

に
よ
る
請
求
は
、 

niyodoshoubou@
baobab.or.jp

　
　
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

　
受
験
手
続
き
、
そ
の
他
試
験
に
関

す
る
こ
と
は
、
消
防
本
部
総
務
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
　
０
８
８
｜
８
９
３
｜
３
２
２
１ 

　
仁
淀
消
防
組
合
で
は
、
消
防
法
第
８
条
の
規
定
に

よ
る
甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
受
講
希
望
者
は
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。 

 

講
習
日
時 

　
平
成
17
年
８
月
11
日
（ 木）
、
12
日
（ 金） 

 

実
施
場
所 

　
高
知
県
消
防
学
校 

　
　
吾
川
郡
い
の
町
大
内
２
０
３
０ 

　
　
　
０
８
８
｜
８
９
２
｜
０
０
８
７ 

 

受
付
期
間 

　
７
月
１
日
（ 金）
か
ら
７
月
25
日
（ 月）
迄 

 

受

講

料 

４
、０
０
０
円
（
受
講
申
請
時
に
納
入
す
る
こ
と
。） 

※
受
講
申
請
書
は
、
消
防
本
部
及
び
各
分
署
に
あ
り

ま
す
。 

 

　
申
込
方
法
は
、
申
請
書
に
受
講
料
と
写
真
２
枚
（
縦

４
㎝
×
横
３
㎝
）
を
添
え
、
消
防
本
部
又
は
各
分
署

ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

 

○
講
習
等
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先 

仁
淀
消
防
組
合
消
防
本
部 

　
　
　
　
　
　
０
８
８
｜
８
９
３
｜
３
２
２
１ 

春
野
分
署
　
　
０
８
８
｜
８
９
４
｜
３
４
３
０ 

吾
北
分
署
　
　
０
８
８
｜
８
６
７
｜
２
８
１
２ 

日
高
分
署
　
　
２
４
｜
５
４
１
１ 

工　事　名 

工 事 番 号 

工 事 場 所 

請 負 業 者 

請負代金額 

契約年月日 

村道砥石谷妹背線災害復旧工事

16災第3386号

日高村大花

田中建設㈱

￥47,250,000

平成17年３月31日 

工　事　名 

工 事 番 号 

工 事 場 所 

請 負 業 者 

請負代金額 

契約年月日 

村道砥石谷妹背線（2）災害復旧工事

16災第3388号

日高村本村

㈲日高組

￥39,900,000

平成17年３月31日 

消
防
職
員
採
用
試
験
案
内

仁
淀
消
防
組
合 

InformationInformation

○
対
象
者 

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平
成
17
年
４

月
１
日
に
お
い
て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受

け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位

の
ご
遺
族
お
一
人 

１
．
弔
慰
金
の
受
給
権
者 

２
．
戦
没
者
等
の
子 

３
．
①
父
母
　
②
孫
　
③
祖
父
母
　
④
兄
弟
姉
妹 

（
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い
な
か
っ

た
方
等
は
除
か
れ
ま
す
） 

４
．
右
記
３
以
外
の 

　
　
①
父
母
　
②
孫
　
③
祖
父
母
　
④
兄
弟
姉
妹 

５
．
右
記
１
か
ら
４
以
外
の
三
親
等
内
の
親
族 

（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以

上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
） 

○
支
給
内
容 

　
額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の
記
名
国
債 

○
請
求
期
間 

　
平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で 

○
請
求
窓
口 

　
日
高
村
役
場
健
康
福
祉
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
） 

　
請
求
手
続
な
ど
詳
し
く
は
、 

　
　
２
４
｜
７
８
５
１ 

　
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

優
良
運
転
者
の

支
部
表
彰
に
つ
い
て

第
８
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す 

　
交
通
安
全
協
会
で
は
、
次
の
表

彰
を
行
い
ま
す
の
で
、
地
区
理
事

ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。 

 

☆
優
良
運
転
者
（
四
輪
・
二
輪
） 

安
全
協
会
の
会
員
で
あ
っ
て
過

去
７
年
間
無
事
故
無
違
反
の
方 

 

☆
受
付
期
間 

　
８
月
１
日
〜
８
月
25
日 

 

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
交
通
安
全

協
会
い
の
支
部
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

　
０
８
８
｜
８
９
３
｜
１
２
３
４ 

─広報ひだか７月号─　（2）（3）　─広報ひだか７月号─



学校だより

  
日下  
日下

  
日下

 小学校 小学校  小学校

　
よ
い
お
天
気
に
め
ぐ
ま
れ
た
６
月
12

日
の
日
曜
日
、
家
族
参
観
日
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
が
、
お
う

ち
の
人
と
一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
で
も

制
作
活
動
で
も
、
一
緒
に
何
か
を
す
る

こ
と
で
、
お
互
い
の
良
さ
を
再
発
見
!!
 

家族参観日家族参観日家族参観日

梅雨を前にした、6月6日（月）に日下小プール開きが行われました。トップを飾ったのは１年生でした。 
6年生に教えてもらいながら、準備体操をしてシャワーにかかり、いよいよプールに入ります。 
6年生に連れてもらって、大プールにも入り大喜びでした。 
最後には、6年生の泳ぎを見せてもらってびっくり！！ 

１年
親子でゲーム、
楽しいよ！

  ２年
いっしょに
  つくろう！
ビーズのおもちゃ

３年
今日のお昼、
何ができるかな？

４年
どれどれ、
ほう！

おいしそうだね。

５年
真剣です！
どんな作品が
できる
でしょう

６年
陶芸家に 
 挑戦！
形に思いを 
  こめて

ぼ
く
も
、
泳
げ
る
よ
う
に

な
り
た
い
な
あ
ー
。

が
ん
ば
る
ぞ
！

一緒につくった
お昼ご飯、今まで
食べた何より、
おいしかったよ!!

準備
体操
ＯＫ
！

準備
体操
ＯＫ
！

シャワーはしっかりね。シャワーはしっかりね。

まずはゆっくり水に入ろうね。

まずはゆっくり水に入ろうね。

マンツー
マンで

バッチリ
！

マンツー
マンで

バッチリ
！

大プールは深いぞー大プールは深いぞー

６年生のお手本、
すごいなあ！！
６年生のお手本、
すごいなあ！！

プール開きプール開きプール開き

─広報ひだか７月号─　（4）（5）　─広報ひだか７月号─
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今
回
も
、
多
く
の
お
年
寄
り
が

悩
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
疾
患
の

３
回
目
で
す
。 

 

●
老
人
ボ
ケ 

　
ボ
ケ
の
原
因
は
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
脳
の
老
化
と
関

連
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
す
。 

　
ボ
ケ
の
タ
イ
プ
は
、
脳
の
異
常

な
老
化
に
よ
る
「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
」
と
、
脳
の
血
管
障
害
に
老
化

が
加
わ
っ
た
「
脳
血
管
性
痴
呆
」

の
２
つ
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
脳
血

管
性
痴
呆
が
比
較
的
軽
い
症
状
な

の
に
対
し
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

は
ボ
ケ
の
症
状
に
加
え
、
け
い
れ

ん
な
ど
の
神
経
症
状
に
見
舞
わ
れ

ま
す
。
ボ
ケ
の
初
期
症
状
に
は
、

極
端
に
も
の
覚
え
が
悪
い
（
記
銘

力
障
害
）、
忘
れ
っ
ぽ
い
（
記
憶

力
障
害
）、
被
害
妄
想
が
強
い
、

徘
徊
す
る
、
身
だ
し
な
み
に
無
関

心
に
な
る
、
風
呂
に
入
り
た
が
ら

な
い
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

※
ボ
ケ
予
防
対
策 

①
気
を
若
く
、
色
々
な
事
に
関
心

を
も
つ
。 

②
他
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
。 

③
趣
味
を
も
ち
、
脳
を
刺
激
す
る
。 

④
歩
い
た
り
こ
ま
め
に
身
体
を
動

か
す
。 

⑤
塩
分
・
動
物
性
脂
肪
を
と
り
す

ぎ
な
い
。 

⑥
深
酒
、
喫
煙
を
し
な
い
。 

⑦
日
記
や
手
紙
を
書
き
、
頭
を
働

か
せ
る
。 

  

●
加
齢
臭
（
に
お
い
） 

　
40
歳
以
降
に
な
る
と
皮
脂
成
分

に
「
９
｜
ヘ
キ
サ
デ
サ
ン
酸
」
と

い
う
脂
肪
酸
が
増
え
、
不
快
な
体

臭
の
も
と
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
が

加
齢
臭
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

デ
オ
ド
ラ
ン
ト
効
果
の
あ
る
薬
用

石
け
ん
や
洗
浄
剤
を
使
っ
て
、
身

体
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
歳
を
と
る
と
歯
周
病
が

あ
っ
た
り
、
胃
が
悪
く
て
口
臭
が

あ
っ
た
り
と
、
な
に
か
と
病
気
を

抱
え
が
ち
で
す
。
こ
れ
ら
は
す
べ

て
臭
い
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
病
気
を
治
す
こ
と
が
先
決

で
す
。 

 

　
最
後
に
、
い
つ
ま
で
も
若
く
健

康
で
あ
り
、
イ
キ
イ
キ
と
し
た
老

後
を
送
る
た
め
の
注
意
点
を
書
い

て
こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
お
わ
り
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

・
偏
食
し
な
い
で
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
栄
養
を
と
る
。 

・
食
べ
す
ぎ
や
、
甘
味
、
塩
分
の

と
り
す
ぎ
に
注
意
す
る
。 

・
適
度
な
運
動
を
習
慣
づ
け
る
。 

・
良
質
な
睡
眠
を
と
る
。 

・
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
。 

・
正
し
い
姿
勢
を
保
つ
。 

・
歯
の
手
入
れ
を
こ
ま
め
に
行
う
。 

・
髪
の
洗
い
す
ぎ
に
注
意
す
る
。 

・
タ
バ
コ
は
百
害
あ
っ
て
一
利
な

し
。
酒
は
適
度
に
。 

・
身
体
を
温
め
、
冷
え
を
解
消
す

る
。 

・
身
体
を
清
潔
に
保
つ
。 

・
肌
の
ト
ラ
ブ
ル
は
早
め
の
予
防

と
ケ
ア
を
心
が
け
る
。 

・
薬
の
服
用
は
用
法
・
用
量
を
守

る
。 

のご案内
「健康テレホンサービス」「健康テレホンサービス」「健康テレホンサービス」

　高知保険医協会は県下の医師・歯科医
師約610名で構成された団体です。下記
の内容で朝９時から翌朝９時まで、24時
間同じテーマのテープを流しています。
健康テレホンサービスの電話番号は 

　０８８－８３２－５２６６ です。 

7 月  

※日曜日、祝日は前日と同じテーマが流れます。 

月曜日
火曜日
水曜日
木曜日

金曜日
土・日

▼  

▼  

▼  

▼  
 

▼  

▼  

子どもが歯をぶつけた 
上手な診察の受け方パート４ 
日焼けと日焼け止め 
教室ではどれだけの 
　　　　　　　視力が必要か 
夏こそプールで運動を 
高齢者の医療費負担について 

　日本脳炎については、予防接種法に基づき３歳から７歳６か月未満
の幼児（１期）、９歳から12歳まで（２期）、14歳から15歳まで（３期）
に定期の予防接種を行っていますが、他県で昨年、予防接種後に神経
障害などが起きる重症のADEM（急性散在性脳脊髄炎）になり健康被
害の症例があったため、平成17年５月30日付けで厚生労働省から接種
中止の勧告がありました。また、厚生労働省疾病･障害認定審査会の
答申を受け厚生労働省が５月26日に日本脳炎ワクチンの使用と重症の
ADEM（急性散在性脳脊髄炎）との因果関係を認定しました。 
　現時点では接種のリスクが高く、より慎重な対応をするため、定期
の予防接種においては、現行の予防接種の積極的な勧奨は中止するよ
うになりました。ただし、定期の予防接種対象者のうち日本脳炎に感
染する恐れが高いと認められる者（流行地へ渡航する者や蚊に刺され
やすい環境にある場合等）、その保護者が日本脳炎に係る予防接種を受
けさせることを特に希望される方のみ、今回の措置と日本脳炎予防接
種の趣旨並びに日本脳炎の予防接種の効果及び副反応などを医師から
説明を受け（説明書）十分理解していただき、同意を得た上で（同意
書に署名）、現行の日本脳炎ワクチンを使用した接種は認めるというこ
とになりました。従来通り医療機関で個別接種はできます。 
　同省は現在安全性の高いワクチンが来年にも供給できる見通しで、
その際には接種勧奨を再開したいとしています。 
　一般的な注意として、戸外へ出るときにはできる限り長袖及び長ズ
ボンを身につけるなど、日本脳炎ウイルスを媒介する蚊に刺されない
よう注意してください。 
　なお、この予防接種についてご不明なことがありましたら、下記ま
でご連絡ください。 

定期の予防接種における 
日本脳炎ワクチン接種についてのお知らせ 

お問い合わせ：日高村保健センタ－ 
　　　　　　　　２４－７８５１　　予防接種担当まで 

★乳児健診（生後３か月児～８か月児） 
　の日程変更のお知らせ 

変更前　平成17年７月14日（木） 
　↓ 
変更後　平成17年７月21日（木） 

＊日程をお間違えのないようにお願いします。 
　対象者には事前に個別通知します。 

お問い合わせ：日高村保健センター 
　　　　　　　　２４－７８５１ 

﹁
ら
い
菌
に
よ
る感染

症
で
す
。﹂

︵
遺
伝
病
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︶

 

　
ら
い
菌
に
よ
り
、
体
の
す

み
ず
み
ま
で
巡
っ
て
い
る
末

梢
神
経
や
、
皮
膚
が
お
か
さ

れ
る
病
気
で
す
が
、
こ
の
病

気
で
死
に
至
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

　
ら
い
菌
の
感
染
力
は
と
て

も
弱
く
感
染
し
に
く
い
病
気

で
す
。
し
か
し
体
温
の
低
い

場
所
を
好
む
菌
の
影
響
に
よ

り
、
顔
・
頭
・
手
・
足
な
ど

で
温
度
や
痛
み
の
感
覚
が
マ

ヒ
し
、
火
傷
や
外
傷
か
ら
傷

跡
が
残
る
後
遺
症
が
起
こ
り

ま
す
。 

﹁
は
い
、
治
り
ま
す
。﹂

 

　
プ
ロ
ミ
ン
と
い
う
薬
の
登
場
に

よ
り
、
ハ
ン
セ
ン
病
は
完
治
す
る

病
気
に
な
り
ま
し
た
。 

　
現
在
は
、
安
全
な
新
薬
の
登
場

や
、
い
く
つ
か
の
薬
を
使
っ
た
治

療
法
に
よ
り
、
早
期
発
見
で
後
遺

症
を
残
さ
ず
確
実
に
治
り
ま
す
。 

　
現
在
、
日
本
で
の
発
症
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。 

﹁
恐
ろ
し
い
病
気
と
い
う
偏

見
が
広
が
っ
て
し
ま
っ
た
か

ら
で
す
。﹂

 

　
容
姿
や
病
気
に
対
す
る
偏

見
と
と
も
に
、
90
年
間
続
い

た
隔
離
政
策
等
に
よ
る
恐
ろ

し
い
病
気
と
い
う
偏
見
が
広

が
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

　
明
治
維
新
。
文
明
国
の
仲

間
入
り
を
望
む
新
政
府
は
、

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
に
対
し
て

何
の
対
策
も
と
ら
ず
に
い
ま

し
た
。
そ
の
姿
勢
を
世
界
か

ら
批
判
さ
れ
た
た
め
、
患
者

の
治
療
と
い
う
目
的
で
は
な

く
、
批
判
の
元
に
な
っ
た
患

者
を
隔
離
す
る
た
め
の
政
策

を
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
ハ

ン
セ
ン
病
は
「
恐
ろ
し
い
病

気
」
で
あ
る
と
宣
伝
し
ま
し

た
。 

　
１
９
９
６
年
に
、
ハ
ン

セ
ン
病
患
者
に
対
す
る
強

制
隔
離
政
策
を
定
め
て
い

た
、
ら
い
予
防
法
は
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
そ
れ
で
全
て

が
解
決
し
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

　
患
者
達
は
こ
れ
ま
で
の

苦
し
み
だ
け
で
は
な
く
、

長
期
間
の
隔
離
政
策
や
自

身
の
高
齢
化
に
よ
り
、
今

な
お
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

家
族
に
会
う
こ
と
も
で
き

ず
、
亡
く
な
っ
て
い
く
方

も
い
ま
す
。 

　
ま
だ
ま
だ
残
る
偏
見
や

差
別
意
識
を
な
く
し
、
患

者
や
そ
の
家
族
達
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
ハ

ン
セ
ン
病
を
正
し
く
理
解

し
、
共
に
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。 

ハンセン病問題 ハンセン病問題 ハンセン病問題 

三
、
ハ
ン
セ
ン
病
を 

　
　
正
し
く
理
解
し
よ
う 

﹁
ハ
ン
セ
ン
病
は
、

ど
ん
な
病
気
で
す
か
？
﹂

﹁
感
染
し
た
ら
、

隔
離
し
な
く
て
は

い
け
な
い
の
で
す
か
？
﹂

﹁
い
い
え
、
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。﹂

 

　
ハ
ン
セ
ン
病
は
と
て
も
感
染
力

の
弱
い
病
気
で
す
。
日
常
生
活
で

の
感
染
は
、
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。 

　
隔
離
政
策
が
始
ま
っ
て
か
ら
の

90
年
間
に
、
国
立
療
養
所
で
働
い

て
い
る
職
員
の
方
が
感
染
し
た
こ

と
は
、
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

﹁
ハ
ン
セ
ン
病
は
、

治
る
病
気
で
す
か
？
﹂

﹁
で
は
な
ぜ
、

差
別
が
続
い
た
の
で
す
か
？
﹂

─広報ひだか７月号─　（6）（7）　─広報ひだか７月号─



地域教育だより
日高村教育委員会

本物の映画芸術にふれる！
文化庁「子どもの映画鑑賞普及事業」実施

　6月16日（木）に社会福祉センターで日高中、日下小、能津小
の子どもたちが映画鑑賞をおこないました。この事業は、映画館
で映画を見る機会の少ない子どもたちに、映画鑑賞の機会を提供
し、映画への興味を持たせ、映画芸術の振興を目的としています。 
　当日は、映画上映会社の機材を福祉センターに搬入し、大きな
スピーカーを設置して、にわか仕立てでしたが、本物の映画館を
つくっていただきました。 
　映画「ガラスのうさぎ」「ウィニングパス」の2本の映画を鑑
賞し、本物の映画を身体丸ごとで鑑賞していました。 

お問い合わせ：日高村教育委員会　　24－5115（担当武田） 

（火、木）16：00－18：00

シ リ ー ズ

コスモスひろばコスモスひろば
（村立図書館を
  中心とした居場所）

やっ
てる
よ

毎週火曜木曜の放課後、コスモス文庫では学習クラブが開かれて
います。宿題や勉強でわからないことをサポートしてくれます。
休み時間には、手品やゲームなど楽
しいこともたくさんあります。友達
をさそってみんなで参加しませんか？
指導に当たるサポーターも募集して
います。放課後の子どもの居場所で
ボランティア活動をしてみませんか？ 

子

ども
教室！

地域子ども教室推進事業より

学習クラブ

　今年度も日高村に転入してきた教職員を対象に日高村人権教育研
究協議会学校部会がフィールドワークの研修会を実施しました。 
　過去の水害の記録を事前に学習し、放水トンネル、神母樋門、遊
水池などの施設を現地に出向き見学したり、東部福祉館で部落差別
に関わる体験談の聞き取りをしました。 
　水害を防ぐための日高村の人々のさまざまな工夫や努力を知り、
また人権を大切にする取り組みの大切さを改めて考える機会となり
ました。 

「日高村の水との闘い・人権確立の歩み」
日高村転入教職員研修で 

を現地学習 

─広報ひだか７月号─　（4）（5）　─広報ひだか７月号─
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今
回
も
、
多
く
の
お
年
寄
り
が

悩
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
疾
患
の

３
回
目
で
す
。 

 
●
老
人
ボ
ケ 

　
ボ
ケ
の
原
因
は
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
脳
の
老
化
と
関

連
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
す
。 

　
ボ
ケ
の
タ
イ
プ
は
、
脳
の
異
常

な
老
化
に
よ
る
「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
」
と
、
脳
の
血
管
障
害
に
老
化

が
加
わ
っ
た
「
脳
血
管
性
痴
呆
」

の
２
つ
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
脳
血

管
性
痴
呆
が
比
較
的
軽
い
症
状
な

の
に
対
し
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

は
ボ
ケ
の
症
状
に
加
え
、
け
い
れ

ん
な
ど
の
神
経
症
状
に
見
舞
わ
れ

ま
す
。
ボ
ケ
の
初
期
症
状
に
は
、

極
端
に
も
の
覚
え
が
悪
い
（
記
銘

力
障
害
）、
忘
れ
っ
ぽ
い
（
記
憶

力
障
害
）、
被
害
妄
想
が
強
い
、

徘
徊
す
る
、
身
だ
し
な
み
に
無
関

心
に
な
る
、
風
呂
に
入
り
た
が
ら

な
い
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

※
ボ
ケ
予
防
対
策 

①
気
を
若
く
、
色
々
な
事
に
関
心

を
も
つ
。 

②
他
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
。 

③
趣
味
を
も
ち
、
脳
を
刺
激
す
る
。 

④
歩
い
た
り
こ
ま
め
に
身
体
を
動

か
す
。 

⑤
塩
分
・
動
物
性
脂
肪
を
と
り
す

ぎ
な
い
。 

⑥
深
酒
、
喫
煙
を
し
な
い
。 

⑦
日
記
や
手
紙
を
書
き
、
頭
を
働

か
せ
る
。 
  

●
加
齢
臭
（
に
お
い
） 

　
40
歳
以
降
に
な
る
と
皮
脂
成
分

に
「
９
｜
ヘ
キ
サ
デ
サ
ン
酸
」
と

い
う
脂
肪
酸
が
増
え
、
不
快
な
体

臭
の
も
と
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
が

加
齢
臭
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

デ
オ
ド
ラ
ン
ト
効
果
の
あ
る
薬
用

石
け
ん
や
洗
浄
剤
を
使
っ
て
、
身

体
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
歳
を
と
る
と
歯
周
病
が

あ
っ
た
り
、
胃
が
悪
く
て
口
臭
が

あ
っ
た
り
と
、
な
に
か
と
病
気
を

抱
え
が
ち
で
す
。
こ
れ
ら
は
す
べ

て
臭
い
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
病
気
を
治
す
こ
と
が
先
決

で
す
。 

 
　
最
後
に
、
い
つ
ま
で
も
若
く
健

康
で
あ
り
、
イ
キ
イ
キ
と
し
た
老

後
を
送
る
た
め
の
注
意
点
を
書
い

て
こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
お
わ
り
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

・
偏
食
し
な
い
で
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
栄
養
を
と
る
。 

・
食
べ
す
ぎ
や
、
甘
味
、
塩
分
の

と
り
す
ぎ
に
注
意
す
る
。 

・
適
度
な
運
動
を
習
慣
づ
け
る
。 

・
良
質
な
睡
眠
を
と
る
。 

・
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
。 

・
正
し
い
姿
勢
を
保
つ
。 

・
歯
の
手
入
れ
を
こ
ま
め
に
行
う
。 

・
髪
の
洗
い
す
ぎ
に
注
意
す
る
。 

・
タ
バ
コ
は
百
害
あ
っ
て
一
利
な

し
。
酒
は
適
度
に
。 

・
身
体
を
温
め
、
冷
え
を
解
消
す

る
。 

・
身
体
を
清
潔
に
保
つ
。 

・
肌
の
ト
ラ
ブ
ル
は
早
め
の
予
防

と
ケ
ア
を
心
が
け
る
。 

・
薬
の
服
用
は
用
法
・
用
量
を
守

る
。 

のご案内
「健康テレホンサービス」「健康テレホンサービス」「健康テレホンサービス」

　高知保険医協会は県下の医師・歯科医
師約610名で構成された団体です。下記
の内容で朝９時から翌朝９時まで、24時
間同じテーマのテープを流しています。
健康テレホンサービスの電話番号は 

　０８８－８３２－５２６６ です。 

7 月  

※日曜日、祝日は前日と同じテーマが流れます。 

月曜日
火曜日
水曜日
木曜日

金曜日
土・日

▼  

▼  

▼  

▼  
 

▼  

▼  

子どもが歯をぶつけた 
上手な診察の受け方パート４ 
日焼けと日焼け止め 
教室ではどれだけの 
　　　　　　　視力が必要か 
夏こそプールで運動を 
高齢者の医療費負担について 

　日本脳炎については、予防接種法に基づき３歳から７歳６か月未満
の幼児（１期）、９歳から12歳まで（２期）、14歳から15歳まで（３期）
に定期の予防接種を行っていますが、他県で昨年、予防接種後に神経
障害などが起きる重症のADEM（急性散在性脳脊髄炎）になり健康被
害の症例があったため、平成17年５月30日付けで厚生労働省から接種
中止の勧告がありました。また、厚生労働省疾病･障害認定審査会の
答申を受け厚生労働省が５月26日に日本脳炎ワクチンの使用と重症の
ADEM（急性散在性脳脊髄炎）との因果関係を認定しました。 
　現時点では接種のリスクが高く、より慎重な対応をするため、定期
の予防接種においては、現行の予防接種の積極的な勧奨は中止するよ
うになりました。ただし、定期の予防接種対象者のうち日本脳炎に感
染する恐れが高いと認められる者（流行地へ渡航する者や蚊に刺され
やすい環境にある場合等）、その保護者が日本脳炎に係る予防接種を受
けさせることを特に希望される方のみ、今回の措置と日本脳炎予防接
種の趣旨並びに日本脳炎の予防接種の効果及び副反応などを医師から
説明を受け（説明書）十分理解していただき、同意を得た上で（同意
書に署名）、現行の日本脳炎ワクチンを使用した接種は認めるというこ
とになりました。従来通り医療機関で個別接種はできます。 
　同省は現在安全性の高いワクチンが来年にも供給できる見通しで、
その際には接種勧奨を再開したいとしています。 
　一般的な注意として、戸外へ出るときにはできる限り長袖及び長ズ
ボンを身につけるなど、日本脳炎ウイルスを媒介する蚊に刺されない
よう注意してください。 
　なお、この予防接種についてご不明なことがありましたら、下記ま
でご連絡ください。 

定期の予防接種における 
日本脳炎ワクチン接種についてのお知らせ 

お問い合わせ：日高村保健センタ－ 
　　　　　　　　２４－７８５１　　予防接種担当まで 

★乳児健診（生後３か月児～８か月児） 
　の日程変更のお知らせ 

変更前　平成17年７月14日（木） 
　↓ 
変更後　平成17年７月21日（木） 

＊日程をお間違えのないようにお願いします。 
　対象者には事前に個別通知します。 

お問い合わせ：日高村保健センター 
　　　　　　　　２４－７８５１ 

﹁
ら
い
菌
に
よ
る感染

症
で
す
。﹂

︵
遺
伝
病
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︶

 

　
ら
い
菌
に
よ
り
、
体
の
す

み
ず
み
ま
で
巡
っ
て
い
る
末

梢
神
経
や
、
皮
膚
が
お
か
さ

れ
る
病
気
で
す
が
、
こ
の
病

気
で
死
に
至
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

　
ら
い
菌
の
感
染
力
は
と
て

も
弱
く
感
染
し
に
く
い
病
気

で
す
。
し
か
し
体
温
の
低
い

場
所
を
好
む
菌
の
影
響
に
よ

り
、
顔
・
頭
・
手
・
足
な
ど

で
温
度
や
痛
み
の
感
覚
が
マ

ヒ
し
、
火
傷
や
外
傷
か
ら
傷

跡
が
残
る
後
遺
症
が
起
こ
り

ま
す
。 

﹁
は
い
、
治
り
ま
す
。﹂

 

　
プ
ロ
ミ
ン
と
い
う
薬
の
登
場
に

よ
り
、
ハ
ン
セ
ン
病
は
完
治
す
る

病
気
に
な
り
ま
し
た
。 

　
現
在
は
、
安
全
な
新
薬
の
登
場

や
、
い
く
つ
か
の
薬
を
使
っ
た
治

療
法
に
よ
り
、
早
期
発
見
で
後
遺

症
を
残
さ
ず
確
実
に
治
り
ま
す
。 

　
現
在
、
日
本
で
の
発
症
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。 

﹁
恐
ろ
し
い
病
気
と
い
う
偏

見
が
広
が
っ
て
し
ま
っ
た
か

ら
で
す
。﹂

 

　
容
姿
や
病
気
に
対
す
る
偏

見
と
と
も
に
、
90
年
間
続
い

た
隔
離
政
策
等
に
よ
る
恐
ろ

し
い
病
気
と
い
う
偏
見
が
広

が
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
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明
治
維
新
。
文
明
国
の
仲

間
入
り
を
望
む
新
政
府
は
、

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
に
対
し
て

何
の
対
策
も
と
ら
ず
に
い
ま

し
た
。
そ
の
姿
勢
を
世
界
か

ら
批
判
さ
れ
た
た
め
、
患
者

の
治
療
と
い
う
目
的
で
は
な

く
、
批
判
の
元
に
な
っ
た
患

者
を
隔
離
す
る
た
め
の
政
策

を
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
ハ

ン
セ
ン
病
は
「
恐
ろ
し
い
病

気
」
で
あ
る
と
宣
伝
し
ま
し

た
。 

　
１
９
９
６
年
に
、
ハ
ン

セ
ン
病
患
者
に
対
す
る
強

制
隔
離
政
策
を
定
め
て
い

た
、
ら
い
予
防
法
は
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
そ
れ
で
全
て

が
解
決
し
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

　
患
者
達
は
こ
れ
ま
で
の

苦
し
み
だ
け
で
は
な
く
、

長
期
間
の
隔
離
政
策
や
自

身
の
高
齢
化
に
よ
り
、
今

な
お
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

家
族
に
会
う
こ
と
も
で
き

ず
、
亡
く
な
っ
て
い
く
方

も
い
ま
す
。 

　
ま
だ
ま
だ
残
る
偏
見
や

差
別
意
識
を
な
く
し
、
患

者
や
そ
の
家
族
達
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
ハ

ン
セ
ン
病
を
正
し
く
理
解

し
、
共
に
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。 

ハンセン病問題 ハンセン病問題 ハンセン病問題 

三
、
ハ
ン
セ
ン
病
を 

　
　
正
し
く
理
解
し
よ
う 

﹁
ハ
ン
セ
ン
病
は
、

ど
ん
な
病
気
で
す
か
？
﹂

﹁
感
染
し
た
ら
、

隔
離
し
な
く
て
は

い
け
な
い
の
で
す
か
？
﹂

﹁
い
い
え
、
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。﹂

 

　
ハ
ン
セ
ン
病
は
と
て
も
感
染
力

の
弱
い
病
気
で
す
。
日
常
生
活
で

の
感
染
は
、
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。 

　
隔
離
政
策
が
始
ま
っ
て
か
ら
の

90
年
間
に
、
国
立
療
養
所
で
働
い

て
い
る
職
員
の
方
が
感
染
し
た
こ

と
は
、
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

﹁
ハ
ン
セ
ン
病
は
、

治
る
病
気
で
す
か
？
﹂

﹁
で
は
な
ぜ
、

差
別
が
続
い
た
の
で
す
か
？
﹂

─広報ひだか７月号─　（6）（7）　─広報ひだか７月号─



国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

休
日
・
時
間
外
の
年
金
相
談
の
お
知
ら
せ
︵
７
月
︶

◎国民年金保険料は翌月末が納付期限です。
期限内に納めるようにしましょう。 
◎国民年金保険料の納付は、便利でお得な『口
座振替』をご利用ください。 

○
第
２
月
曜
日
は
、
県
下
４
つ
の
社
会
保
険
事
務
所
に
お
い
て
、
受
付
時
間
を

午
後
７
時
ま
で
延
長
し
て
年
金
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

○
７
月
９
日
（
土
）
は
、
県
下
４
つ
の
社
会
保
険
事
務
所
に
お
い
て
、
午
前
９

時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
年
金
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
　
詳
し
い
日
程
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
通
常
よ
り
混
雑
も
少
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。 

－国民年金－ 
お問い合わせは  24－5112

審査基準となる所得（収入）の目安 
《単身世帯の場合》 

（　）内は収入 

※審査基準となる所得の目安は家族構成などによって異な
りますので、詳しくは社会保険事務所までお問い合わせ
ください。 
※基準額を超えていても、失業、災害等により認められる
場合もあります。 

 
全　額 
免　除 
半　額 
免　除 
若年者 
納付猶予 

平成16年度 
35万円 

（100万円） 
85万円 

（150万円） 

平成17年度 
57万円 

（122万円） 
141万円 
（227万円） 
57万円 

（122万円） 

●
申
請
免
除
制
度 

　
経
済
的
に
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
で
、
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前

年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制

度
で
す
。
こ
の
申
請
免
除
制
度
に
は
、
保
険
料
の
全
額
が
免
除
さ
れ
る
「
全
額

免
除
」
と
、
保
険
料
の
半
額
が
免
除
さ
れ
残
り
の
半
額
を
納
付
す
る
「
半
額
免

除
」
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
若
年
者
納
付
猶
予
制
度 

（
平
成
27
年
６
月
ま
で
） 

　
本
人
の
所
得
が
低
く
て
も
、
所

得
が
一
定
額
以
上
の
世
帯
主
（
親

な
ど
）
と
同
居
し
て
い
る
場
合
は
、

保
険
料
免
除
の
対
象
に
は
な
り
ま

せ
ん
。 

　
そ
こ
で
、
若
年
層
の
雇
用
状
況

が
厳
し
い
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、

二
十
歳
代
の
本
人
及
び
配
偶
者
の

前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
に
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
平
成
17
年

４
月
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。 

 

●
所
得
基
準
が
変
わ
り
ま
し
た 

　
単
身
世
帯
を
中
心
に
免
除
基
準
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
所
得
要
件
が
一
部
緩

和
さ
れ
ま
し
た
。 
 

●
承
認
期
間 

　
７
月
（
平
成
17
年
度
の
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
は
４
月
）
か
ら
翌
年
６
月
ま

で
で
す
。
前
年
の
所
得
を
確
認
す
る
た
め
、
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。
申
請
が

遅
く
な
る
と
、
万
が
一
の
と
き
の
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
平
成
17
年
度
分
の
申
請
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方

は
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
承
認
を
受
け
た
期
間
は
… 

　
免
除
や
納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け
た

期
間
は
、
未
納
期
間
と
は
違
い
年
金
の

受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
（
半

額
免
除
は
、
半
額
の
保
険
料
を
納
付
し

な
い
と
未
納
に
な
り
ま
す
）。 

　
ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
の
金
額
を
計

算
す
る
と
き
に
は
、
下
図
の
と
お
り
減

額
ま
た
は
反
映
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
十
年
以
内
で
あ
れ
ば
追
納
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
年
金
額
を

満
額
に
近
づ
け
る
た
め
に
も
、
余
裕
が

で
き
た
と
き
に
追
納
す
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
（
２
年
以
上
経
過
し
た
場

合
は
、
当
時
の
保
険
料
に
一
定
の
加
算

額
が
か
か
り
ま
す
）。 

 

　
申
請
手
続
き
は
お
住
ま
い
の
市
町
村
役
場
・
国
民
年
金
担
当
窓
口
に
て
受
付

け
て
お
り
ま
す
。 

　
学
生
の
方
に
は
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。 

保険料納付 

半額免除 

全額免除 

若年者納付猶予 

未　　納 

全　　額 

３分の２ 

３分の１ 

年金額には反映されません 

年金額には反映されません 
受給資格にも算入されません 

年　金　額 

年
金
受
給
資
格
期
間
に

算
入
さ
れ
ま
す 

あ
な

たの土地を再

確
認

地籍 調査 

地 籍 調 査 に  
　 ご 協 力 を  

　
現
在
使
わ
れ
て
い
る
土
地
台

帳
や
公
図
は
、
明
治
時
代
に
作

ら
れ
た
も
の
が
多
く
、
当
時
の

未
熟
な
測
量
技
術
や
、
長
い
年

月
を
経
て
い
る
た
め
、
現
況
と

著
し
く
異
な
っ
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

　
地
籍
調
査
は
、
確
か
な
調
査
、

正
し
い
測
量
に
よ
っ
て
、
新
し

く
土
地
と
帳
簿
（
地
籍
図
と
地

籍
簿
）
を
作
り
ま
す
。
そ
れ
に

よ
り
、
皆
様
の
大
切
な
土
地
の

地
形
、
地
番
、
地
目
、
面
積
が

明
確
と
な
り
ま
す
。 

　
日
高
村
で
は
、
昭
和
60
年
か

ら
地
籍
調
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
特
に
山
間
部
で
の
境
界

の
確
認
が
困
難
に
な
っ
て
い
る

た
め
、
早
期
の
調
査
が
望
ま
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
平
成

16
年
度
よ
り
２
班
体
制
と
し
、

早
期
完
了
を
め
ざ
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。 

 

今
年
の
調
査
地
区
は 

　
平
成
17
年
度
は
左
記
の
字
の

調
査
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

本
郷
　
字
　
金
林
坊
　
父
原
　

丸
田
前 

下
分
　
字
　
麓
　
門
城
　 

　
　
　
　
　
繁
ノ
谷
　
日
山
　

日
ノ
奥
　
門
田
　

竹
ノ
瀬
　
谷
田
　

江
尻
　
片
山 

　
　
　
　
　
上
ノ
首
　
坪
井 

沖
名
　
字
　
野
中
　
庵
屋
敷
　

宮
尾
谷
　
猿
走
　

登
り
尾
　
大
倒
　

大
屋
敷
　
葛
籠
谷

椎
ノ
木
谷
　
大
嬋 

　
　
　
　
　
不
寒
冬
　
小
越
　

平
石
　
大
穴
　 

　
　
　
　
　
石
佛
　
僧
ヶ
橋
　

石
切
ヶ
端
　 

　
　
　
　
　
日
ノ
浦 

　
　
※
圃
場
整
備
地
区
は
除
く 

 

※
地
権
者
の
方
（
法
務
局
の
土

地
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る

方
）
に
は
、
調
査
の
ご
案
内

等
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
調
査
対
象
字
に

て
、
耕
作
を
し
て
い
た
の
に

案
内
が
来
て
い
な
い
と
い
う

方
は
、
他
の
名
義
人
の
土
地

で
耕
作
し
て
い
た
可
能
性
も

あ
り
ま
す
の
で
、
産
業
振
興

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

村
の
名
義
で
あ
っ
た
場
合
、

隣
地
の
方
の
了
承
に
よ
っ
て
、

払
い
下
げ
を
受
け
る
こ
と
も

可
能
で
す
。 

 

調
査
の
内
容
は
？ 

　
法
務
局
の
土
地
台
帳
や
公
図

に
基
づ
い
て
、
現
地
で
一
筆
ご

と
に
筆
界
や
地
番
、
地
目
、
所

有
者
等
の
調
査
を
行
い
ま
す
。 

地
権
者
の
皆
様
へ
の
お
願
い 

　
調
査
日
（
郵
送
で
通
知
）
ま

で
に
、
土
地
の
筆
界
が
分
か
る

よ
う
隣
地
の
所
有
者
や
地
区
推

進
委
員
と
相
談
し
、
杭
を
打
っ

て
く
だ
さ
い
。
杭
は
役
場
（
産

業
振
興
課
）
や
推
進
委
員
宅
に

用
意
し
て
い
ま
す
。 

　
ご
苦
労
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

円
滑
な
調
査
の
推
進
の
た
め
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

 

　
お
問
い
合
わ
せ
先 

　
産
業
振
興
課
　
地
籍
調
査
係 

　
　
２
４
｜
４
６
４
７ 

地籍調査
○地籍調査のメリットは？ 
　地籍調査を実施ししていると 
・土地の正確な位置が分かるので、土地の
境界のトラブルを未然に防止することが
できます。 
・土地の売買が円滑に行えます。 
・災害復旧が素早く行えます。 

などのメリットがあります。現在必要としてい
ないかもしれませんが、将来必ず役に立つ事業
です。 
 
○地籍調査で筆界を確定しましょう 
　地籍調査で筆界が確定しない状態を筆界未定
といいます。筆界未定になると、前記のメリッ
トがなくなるだけでなく、後日境界を入れると
なると、すべて個人負担で実施しなければなり
ません。個人負担のない地籍調査実施の際に、
筆界を確定されることをお勧めします。 
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国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

休
日
・
時
間
外
の
年
金
相
談
の
お
知
ら
せ
︵
７
月
︶

◎国民年金保険料は翌月末が納付期限です。
期限内に納めるようにしましょう。 
◎国民年金保険料の納付は、便利でお得な『口
座振替』をご利用ください。 

○
第
２
月
曜
日
は
、
県
下
４
つ
の
社
会
保
険
事
務
所
に
お
い
て
、
受
付
時
間
を

午
後
７
時
ま
で
延
長
し
て
年
金
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

○
７
月
９
日
（
土
）
は
、
県
下
４
つ
の
社
会
保
険
事
務
所
に
お
い
て
、
午
前
９

時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
年
金
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

　
詳
し
い
日
程
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
通
常
よ
り
混
雑
も
少
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。 

－国民年金－ 
お問い合わせは  24－5112

審査基準となる所得（収入）の目安 
《単身世帯の場合》 

（　）内は収入 

※審査基準となる所得の目安は家族構成などによって異な
りますので、詳しくは社会保険事務所までお問い合わせ
ください。 
※基準額を超えていても、失業、災害等により認められる
場合もあります。 

 
全　額 
免　除 
半　額 
免　除 
若年者 
納付猶予 

平成16年度 
35万円 

（100万円） 
85万円 

（150万円） 

平成17年度 
57万円 

（122万円） 
141万円 
（227万円） 
57万円 

（122万円） 

●
申
請
免
除
制
度 

　
経
済
的
に
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
で
、
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前

年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制

度
で
す
。
こ
の
申
請
免
除
制
度
に
は
、
保
険
料
の
全
額
が
免
除
さ
れ
る
「
全
額

免
除
」
と
、
保
険
料
の
半
額
が
免
除
さ
れ
残
り
の
半
額
を
納
付
す
る
「
半
額
免

除
」
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
若
年
者
納
付
猶
予
制
度 

（
平
成
27
年
６
月
ま
で
） 

　
本
人
の
所
得
が
低
く
て
も
、
所

得
が
一
定
額
以
上
の
世
帯
主
（
親

な
ど
）
と
同
居
し
て
い
る
場
合
は
、

保
険
料
免
除
の
対
象
に
は
な
り
ま

せ
ん
。 

　
そ
こ
で
、
若
年
層
の
雇
用
状
況

が
厳
し
い
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、

二
十
歳
代
の
本
人
及
び
配
偶
者
の

前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
に
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
平
成
17
年

４
月
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。 

 

●
所
得
基
準
が
変
わ
り
ま
し
た 

　
単
身
世
帯
を
中
心
に
免
除
基
準
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
所
得
要
件
が
一
部
緩

和
さ
れ
ま
し
た
。 

 

●
承
認
期
間 

　
７
月
（
平
成
17
年
度
の
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
は
４
月
）
か
ら
翌
年
６
月
ま

で
で
す
。
前
年
の
所
得
を
確
認
す
る
た
め
、
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。
申
請
が

遅
く
な
る
と
、
万
が
一
の
と
き
の
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
平
成
17
年
度
分
の
申
請
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方

は
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
承
認
を
受
け
た
期
間
は
… 

　
免
除
や
納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け
た

期
間
は
、
未
納
期
間
と
は
違
い
年
金
の

受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
（
半

額
免
除
は
、
半
額
の
保
険
料
を
納
付
し

な
い
と
未
納
に
な
り
ま
す
）。 

　
ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
の
金
額
を
計

算
す
る
と
き
に
は
、
下
図
の
と
お
り
減

額
ま
た
は
反
映
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
十
年
以
内
で
あ
れ
ば
追
納
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
年
金
額
を

満
額
に
近
づ
け
る
た
め
に
も
、
余
裕
が

で
き
た
と
き
に
追
納
す
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
（
２
年
以
上
経
過
し
た
場

合
は
、
当
時
の
保
険
料
に
一
定
の
加
算

額
が
か
か
り
ま
す
）。 

 

　
申
請
手
続
き
は
お
住
ま
い
の
市
町
村
役
場
・
国
民
年
金
担
当
窓
口
に
て
受
付

け
て
お
り
ま
す
。 

　
学
生
の
方
に
は
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。 

保険料納付 

半額免除 

全額免除 

若年者納付猶予 

未　　納 

全　　額 

３分の２ 

３分の１ 

年金額には反映されません 

年金額には反映されません 
受給資格にも算入されません 

年　金　額 

年
金
受
給
資
格
期
間
に

算
入
さ
れ
ま
す 

あ
な

たの土地を再

確
認

地籍 調査 

地 籍 調 査 に  
　 ご 協 力 を  

　
現
在
使
わ
れ
て
い
る
土
地
台

帳
や
公
図
は
、
明
治
時
代
に
作

ら
れ
た
も
の
が
多
く
、
当
時
の

未
熟
な
測
量
技
術
や
、
長
い
年

月
を
経
て
い
る
た
め
、
現
況
と

著
し
く
異
な
っ
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

　
地
籍
調
査
は
、
確
か
な
調
査
、

正
し
い
測
量
に
よ
っ
て
、
新
し

く
土
地
と
帳
簿
（
地
籍
図
と
地

籍
簿
）
を
作
り
ま
す
。
そ
れ
に

よ
り
、
皆
様
の
大
切
な
土
地
の

地
形
、
地
番
、
地
目
、
面
積
が

明
確
と
な
り
ま
す
。 

　
日
高
村
で
は
、
昭
和
60
年
か

ら
地
籍
調
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
特
に
山
間
部
で
の
境
界

の
確
認
が
困
難
に
な
っ
て
い
る

た
め
、
早
期
の
調
査
が
望
ま
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
平
成

16
年
度
よ
り
２
班
体
制
と
し
、

早
期
完
了
を
め
ざ
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。 

 

今
年
の
調
査
地
区
は 

　
平
成
17
年
度
は
左
記
の
字
の

調
査
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

本
郷
　
字
　
金
林
坊
　
父
原
　

丸
田
前 

下
分
　
字
　
麓
　
門
城
　 

　
　
　
　
　
繁
ノ
谷
　
日
山
　

日
ノ
奥
　
門
田
　

竹
ノ
瀬
　
谷
田
　

江
尻
　
片
山 

　
　
　
　
　
上
ノ
首
　
坪
井 

沖
名
　
字
　
野
中
　
庵
屋
敷
　

宮
尾
谷
　
猿
走
　

登
り
尾
　
大
倒
　

大
屋
敷
　
葛
籠
谷

椎
ノ
木
谷
　
大
嬋 

　
　
　
　
　
不
寒
冬
　
小
越
　

平
石
　
大
穴
　 

　
　
　
　
　
石
佛
　
僧
ヶ
橋
　

石
切
ヶ
端
　 

　
　
　
　
　
日
ノ
浦 

　
　
※
圃
場
整
備
地
区
は
除
く 

 

※
地
権
者
の
方
（
法
務
局
の
土

地
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る

方
）
に
は
、
調
査
の
ご
案
内

等
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
調
査
対
象
字
に

て
、
耕
作
を
し
て
い
た
の
に

案
内
が
来
て
い
な
い
と
い
う

方
は
、
他
の
名
義
人
の
土
地

で
耕
作
し
て
い
た
可
能
性
も

あ
り
ま
す
の
で
、
産
業
振
興

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

村
の
名
義
で
あ
っ
た
場
合
、

隣
地
の
方
の
了
承
に
よ
っ
て
、

払
い
下
げ
を
受
け
る
こ
と
も

可
能
で
す
。 

 

調
査
の
内
容
は
？ 

　
法
務
局
の
土
地
台
帳
や
公
図

に
基
づ
い
て
、
現
地
で
一
筆
ご

と
に
筆
界
や
地
番
、
地
目
、
所

有
者
等
の
調
査
を
行
い
ま
す
。 

地
権
者
の
皆
様
へ
の
お
願
い 

　
調
査
日
（
郵
送
で
通
知
）
ま

で
に
、
土
地
の
筆
界
が
分
か
る

よ
う
隣
地
の
所
有
者
や
地
区
推

進
委
員
と
相
談
し
、
杭
を
打
っ

て
く
だ
さ
い
。
杭
は
役
場
（
産

業
振
興
課
）
や
推
進
委
員
宅
に

用
意
し
て
い
ま
す
。 

　
ご
苦
労
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

円
滑
な
調
査
の
推
進
の
た
め
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

 

　
お
問
い
合
わ
せ
先 

　
産
業
振
興
課
　
地
籍
調
査
係 

　
　
２
４
｜
４
６
４
７ 

地籍調査
○地籍調査のメリットは？ 
　地籍調査を実施ししていると 
・土地の正確な位置が分かるので、土地の
境界のトラブルを未然に防止することが
できます。 
・土地の売買が円滑に行えます。 
・災害復旧が素早く行えます。 

などのメリットがあります。現在必要としてい
ないかもしれませんが、将来必ず役に立つ事業
です。 
 
○地籍調査で筆界を確定しましょう 
　地籍調査で筆界が確定しない状態を筆界未定
といいます。筆界未定になると、前記のメリッ
トがなくなるだけでなく、後日境界を入れると
なると、すべて個人負担で実施しなければなり
ません。個人負担のない地籍調査実施の際に、
筆界を確定されることをお勧めします。 
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高知県食育推進員の募集 
（食育推進講習会の開催のご案内） 

　
高
知
県
で
は
、
今
年
度
か
ら
地

域
活
動
を
通
じ
て
「
食
育
」
の
推

進
を
行
っ
て
い
た
だ
く
「
食
育
推

進
員
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

　「
食
育
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
世
代

に
わ
た
っ
て
食
へ
の
関
心
を
喚
起

し
、
食
の
安
全
や
選
び
方
、
組
み

合
わ
せ
方
を
判
断
す
る
力
と
習
慣

を
習
得
し
て
い
く
も
の
と
さ
れ
、

特
に
、
こ
ど
も
た
ち
に
よ
っ
て
は

生
き
る
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
た

め
に
、
知
育
・
徳
育
・
体
育
の
基

礎
と
な
る
べ
き
も
の
と
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。 

　「
食
育
推
進
員
」
は
、
学
校
や

地
域
か
ら
の
要
請
に
応
じ
て
、
子

ど
も
を
は
じ
め
と
す
る
県
民
の
皆

様
を
対
象
に
し
て
、「
食
と
農
」

に
関
す
る
知
識
や
経
験
な
ど
の
講

話
や
郷
土
料
理
な
ど
の
調
理
実
習
、

食
品
工
場
の
見
学
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
活
動
領
域
で
、
県
民
の
食
へ

の
関
心
を
喚
起
し
、
安
全
で
安
心

で
き
る
食
生
活
の
実
践
を
推
進
し

て
い
く
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。 

　
募
集
対
象
は
、 

①
県
内
に
在
住
す
る
個
人
又
は
団

体
で
、
食
育
に
関
す
る
知
識
、

技
術
・
技
能
、
経
験
等
を
生
か

し
て
、
学
校
や
地
域
に
お
い
て

食
育
推
進
活
動
を
行
っ
て
い
た

だ
け
る
方 

②
食
育
推
進
員
講
習
会
を
受
講
し
、

氏
名
等
を
記
載
し
た
申
込
書
を

高
知
県
に
提
出
し
て
い
た
だ
け

る
と
と
も
に
、
申
込
内
容
を
市

町
村
、
同
教
育
委
員
会
（
小
中

学
校
を
含
む
）
に
提
供
す
る
こ

と
に
同
意
し
て
い
た
だ
け
る
方 

で
す
。 

　
こ
の
食
育
推
進
員
の
募
集
に
先

立
ち
、
日
高
村
で
も
、
左
記
の
と

お
り
食
育
推
進
員
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。
食
育
活
動
に
関
心
の
あ

る
方
は
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ

ひ
受
講
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
１
　
開
催
日
時 

　
平
成
17
年
７
月
13
日
（
水
）

　
　
14
時
〜
15
時
30
分 

２
　
開
催
場
所 

　
日
高
村
役
場
２
階
北
会
議
室 

３
　
講
習
内
容 

（
１
）
食
育
推
進
員
の
活
動
に

つ
い
て
（
説
明
） 

（
２
）
地
産
地
消
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
（
ビ
デ
オ
・
説
明
） 

（
３
）
そ
の
他 

 【
お
問
い
合
わ
せ
先
】 

日
高
村
産
業
振
興
課 

　
　
０
８
８
９
｜
２
４
｜
４
６
４
７ 

高
知
県
農
林
水
産
部
地
産
地
消
課 

　
　
０
８
８
｜
８
２
１
｜
４
８
０
７ 

できることから無理をせず、 
地産地消をすすめていこう！ 

　
日
高
村
の
地
産
地
消
に
つ
い
て
考
え
る

会
が
、
今
年
の
１
月
か
ら
月
１
回
ほ
ど
の

ペ
ー
ス
で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
６
月

９
日
に
開
催
さ
れ
た
第
４
回
目
の
話
し
合

い
で
、
こ
の
会
の
名
称
が
「
日
高
を
ま
る

ご
と
食
べ
よ
う
会
」
に
決
定
し
ま
し
た
。 

　「
日
高
を
ま
る
ご
と
食
べ
よ
う
会
」
で

は
、
学
校
に
通
う
子
ど
も
の
い
る
人
、
地

域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
し
て
い
る
人
、
農

業
関
係
者
、
学
校
関
係
者
、
行
政
関
係
者

な
ど
が
集
ま
り
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康
づ

く
り
や
地
域
づ
く
り
と
い
っ
た
、
自
分
た

ち
が
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
こ
と
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
形
で
地

産
地
消
を
進
め
て
い
け
ば
い
い
の
か
、
そ

れ
ぞ
れ
の
視
点
で
意
見
を
出
し
合
い
、
実

行
し
て
い
く
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
地
域
の
人
た
ち
が
作
っ
た
野
菜
を
学
校

給
食
に
取
り
入
れ
て
学
校
の
子
ど
も
た
ち

に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
見
を
き
っ

か
け
に
関
係
者
の
ご
協
力
を
得
て
、
６
月

か
ら
は
給
食
の
一
部
に
地
元
の
野
菜
も
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
６
月
９
日
の
会
で
は
、
地
産
地
消
の
活

動
内
容
に
つ
い
て
の
幅
広
い
意
見
交
換
な

ど
が
積
極
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　「
地
産
地
消
」
と
は
地
域
で
生
産
さ
れ

た
も
の
を
そ
の
地
域
で
消
費
す
る
こ
と
で

す
が
、
こ
の
言
葉
に
は
、
活
動
を
通
じ
て

人
と
人
の
つ
な
が
り
を
培
う
と
い
う
重
要

な
意
味
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　「
日
高
を
ま
る
ご
と
食
べ
よ
う
会
」
の

活
動
も
、
地
域
と
の
交
流
を
一
層
深
め
、

よ
り
い
き
い
き
と
し
た
村
づ
く
り
へ
発
展

し
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。 

です。 
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　放送大学はテレビ・ラジオで授業を行う通
信制大学です。さまざまな年代や職業の人達
へのニーズに応える科目を360以上ご用意し
ております。大学や大学院の授業科目を１科
目から気軽に学べるチャンスです！ 
　この機会に放送大学で学んでみませんか？！ 

★こんな方々にお勧めです！ 
○自分の興味のある科目だけを学びたい方。または、様々な分野の科目を複数学び 
　自己啓発を目指している方。 
○大学院レベルの高度な専門的知識を自宅に居ながら身に付けたい方。 
○学士の取得を目指している方。 
・その他職場研修で利用する等、いろんな活用の仕方があります。 
　この機会にご自分の生涯学習の一環として、是非放送大学で学んでみては如何でしょう？！ 

★一部科目のご紹介 
　　～子育て、家庭、健康関係～ 

家族の抱える困難や直面する危機的状況への対処の問題、又、現代医療における健康科学、 
BSE事件を契機としての食の安全性の問題等、幅広い分野の講義を多数開設しております。 

※これらの科目を含め約300の教養学部開設科目と67の大学院開設科目があります！ 

★入学料・授業料 
　－教養学部－ 　　　　　　　　　　　学生の種類 

科目履修生（６ヶ月在学し、希望する科目を履修） 

選科履修生（１年間在学し、希望する科目を履修） 

全科履修生（４年以上在学し、学士の学位の習得を目指す） 

入学料 

6,000円

8,000円

22,000円 

　　  授業料 

１単位あたり 

5,000円 

（テキスト代含む） 

　－大学院－ 

※修士課程を修了して、学位「修士（学術）」の資格を目指す修士全科生（平成18年度）の募集に
関しましては、別途お問い合わせください。 

★只今平成17年度第2学期学生を募集しております。 
　詳しい資料を無料進呈いたしますので、お気軽にお問い合わせください。 

出願受付期間：平成17年6月15日～平成17年8月31日 

資料請求・お問い合わせ 
放送大学高知学習センター 
〒780-8520　高知市曙町2-5-1（高知大学内）  
TEL 088-843-4864　FAX 088-843-4813 
放送大学ホームページ　http://www.u-air.ac.jp

THE UNIVERSITY OF THE AIR

　　　　　科　目　名 

乳幼児心理学（‘02）

児童家庭福祉（‘03）

スクールカウンセリング（‘05）

変動する社会と暮らし（‘02）

高齢者福祉論（‘03） 

放送メディア 

テレビ 

ラジオ 

テレビ 

ラジオ 

テレビ 

　　　　　科　目　名 

家族のストレスとサポート（‘04）

食品の成分と機能（‘03）

感染症と生体防御（‘04）

日本の食文化（‘04）

食品の安全性を考える（‘04） 

放送メディア 

ラジオ 

テレビ 

テレビ 

テレビ 

ラジオ 

　　　　　　　　　　　学生の種類 

修士科目生（６ヶ月在学し、希望する科目を履修） 

修士選科生（１年間在学し、希望する科目を履修） 

入学料 

12,000円

16,000円

　　  授業料 
１単位あたり 
10,000円 
（テキスト代含む） 

放送大学 
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を
策
定
し
ま
し
ょ
う
！ 

　
次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
が
健
や
か
に

生
ま
れ
、
育
成
さ
れ
る
環
境
の
整
備
の
た
め

に
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
事
業
主
そ
れ
ぞ

れ
の
果
た
す
べ
き
役
割
等
を
定
め
た
「
次
世

代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」
が
平
成
17
年
４

月
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
法
律
で

は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
取
組
と
と

も
に
、
事
業
主
に
も
労
働
者
が
仕
事
と
子
育

て
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
雇

用
環
境
整
備
の
た
め
の
行
動
計
画
を
策
定
・

実
施
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定
義
務
に
つ
い
て 

 

①
301
人
以
上
の
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業

主
は
、
行
動
計
画
を
策
定
し
、「
行
動

計
画
策
定
届
」
を
都
道
府
県
労
働
局
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

②
300
人
以
下
の
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業

主
は
、
行
動
計
画
を
策
定
し
、「
行
動

計
画
策
定
届
」
を
都
道
府
県
労
働
局
に

提
出
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

 

事
業
主
が
次
世
代
育
成
支
援
対
策
に
取
り
組

む
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト 

○
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
図
る
た
め
に
必

要
な
雇
用
環
境
の
整
備
が
行
わ
れ
て
い
る

企
業
等
の
労
働
者
は
、
モ
ラ
ー
ル
が
上
昇

す
る
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
産
性
の
向

上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

○
育
児
な
ど
を
理
由
に
退
職
す
る
労
働
者
が

減
る
こ
と
に
よ
り
、
優
秀
な
人
材
の
定
着

が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

認
定
制
度
と
は 

◇
事
業
主
は
、
雇
用
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

適
切
な
行
動
計
画
を
策
定
し
た
こ
と
、
そ

の
行
動
計
画
に
定
め
た
目
標
を
達
成
し
た

こ
と
な
ど
の
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合

は
、
申
請
を
し
て
都
道
府
県
労
働
局
の
認

定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

◇
認
定
を
受
け
る
と
、
企
業
等
は
認
定
を
受

け
た
こ
と
を
示
す
表
示
（
マ
ー
ク
）
を
、

広
告
、
商
品
な
ど
に
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
認
定
を
受
け
た
企
業
等

で
あ
る
こ
と
を
対
外
的
に
示
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

こ
う
し
た
こ
と
に
よ
り
、
次
世
代
育
成
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
で
あ
る
こ
と

が
周
知
さ
れ
、
企
業
等
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
や
、
優
秀
な
労
働
者
の
確
保
、
定
着
な

ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 
 

都
道
府
県
労
働
局
雇
用
均
等
室
で
配
布
し
て

い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
も

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　
　http://w

w
w
.m

hlw
.go.jp/

・
高
知
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　
　http://w

w
w
.kochi.plb.go.jp/

 

本
件
に
つ
い
て
の 

お
問
い
合
わ
せ
先
は 

高
知
労
働
局
雇
用
均
等
室
ま
で 

　
　
０
８
８
｜
８
８
５
｜
６
０
４
１ 

　
FAX
０
８
８
｜
８
８
５
｜
６
０
４
２ 

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
基
づ
く 

一
般
事
業
主
行
動
計
画 

　
日
高
中
学
校
で
は
、
毎
年
５
月
に
１
年
生
を
対
象
と
し

て
薬
物
乱
用
防
止
教
室
を
開
催
し
、
シ
ン
ナ
ー
や
覚
醒
剤

な
ど
の
薬
物
の
恐
ろ
し
さ
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
万
引
き
に

関
わ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
等
を
学
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
毎
年
実
施
し
て
い
る
取
組
み
が
評
価
さ
れ
、
高
知
県
薬

物
乱
用
防
止
推
進
連
合
協
議
会
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。 

日
高
村
教
育
委
員
会
の
学
校
訪
問
が
あ
り
ま
し
た

薬
物
乱
用
防
止
に
向
け
て
の

 
 
 
 
取
組
み
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

　
６
月
２
日
（ 木）
日
高
中
学
校
へ
の
日
高
村
教
育
委
員
会
の
学
校
訪
問
が

あ
り
ま
し
た
。
３
時
間
目
の
授
業
を
参
観
し
た
後
、
懇
談
が
あ
り
、
そ

の
中
で
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
上
手
く
と
れ
て
お
り
授
業
の
雰
囲

気
が
良
い
」
と
お
褒
め
の
言
葉
も
い

た
だ
け
ま
し
た
。 

調整池のアジサイの下草刈り
～日高村グラウンドワーク推進協議会～

　去る６月12日
（日）、一面の緑
におおわれた初
夏の日下川調整
池において、恒
例のグラウンド
ワーク作業が行
われ、24名のボ
ランティアが暑
さに負けずさわ
やかな汗を流し
ました。今回は、下池の周囲にいっせいに花を咲かせ
た約1,500株のアジサイの下草刈りを中心に行いました。 
　以前から池沿いにあったアジサイに加え、平成13年
３月には、約1,000株のアジサイを植樹して約４年、元
気にすくすく育ち、大人の背丈より大きくなった株も
あります。ほとんどの花は青紫色に輝き、池の緑と良
くマッチし、今やアジサイの名所といってよいほどに
育ちました。 
　池で涼しげに風にゆれるアジサイが、草刈りの疲れ
を吹き飛ばしてくれました。 

日高中学校
からの
お知らせ

日高中学校
からの
お知らせ
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DVD「　　　　　　　　　」を貸し出します によど物語
農林水産省中国四国農政局高瀬農地保全事業所 あめぼうやあめぼうや

　近年、新潟県や福岡県で発生した地震の際に地すべりや斜面の崩壊が発生するなど、土砂災害の被害
が多発しています。こうした中、中国四国農政局では、仁淀川に面する高知県仁淀村高瀬地区において、
平成16年４月より直轄地すべり対策事業を実施し、地すべり災害を未然に防ぐ対策を行っています。 
　このたび、事業の解説を収録したDVD「によど物語」が完成しました。このDVDは図書館で貸し出
しをしています。 
　DVDは、地すべりを未然に防止することによって国土が保全されるとともに、仁淀川流域に住む私
達の生活が守られていることを、美しい映像とわかりやすい CGで解説しています。内容は以下のとお
りです。なお、制作に当たっては、仁淀村や春野町などの地元農家の方々をはじめ、仁淀川の流域にお
住まいのみなさまや仁淀中学校のみなさまにもインタビューをさせて頂くなど、ご協力をいただいてい
ます。 

　地域の学習会や自主防災組
織などでご活用いただけます
場合には差し上げますので、
右記までお問い合わせくださ
い。 

ホームページ：http://www.chushi.maff.go.jp/kyoku/jigyou/bousai/takase/index.htm

ジスベラーズジスベラーズ

農林水産省中国四国農政局高瀬農地保全事業所 
　　〒781-2120　高知県高岡郡佐川町甲1591 
　　　　　0889-20-0201 
　　FAX：0889-22-0003

地すべり

年刊
たかせ通信

クイズ

仁淀川流域の気象や地形と、地すべ
り対策事業によって守られる仁淀川
流域の自然と農業を紹介します。

地すべり被害、防災工事、
地すべりのメカニズムなど
を解説します。

高瀬農地保全事業所の一年の
活動を紹介しています。

本編で学んだ事をクイズで理解度を
確認できるようになっています。

仁淀川の
 自然と農業

ホームページも

見てね！

    

　
土
佐
国
道
事
務
所
佐
川
国
道
維
持
出

張
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。 

　
国
道
33
号
で
は
、
大
雨
に
よ
り
落
石

や
土
砂
崩
れ
な
ど
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
、

通
行
し
て
い
る
車
両
や
皆
様
を
危
険
か

ら
守
る
た
め
に
通
行
止
め
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

【
通
行
止
め
に
な
る
時
】 

降
雨
が
連
続
し
て
、
250
㎜
に
達
し
た
時 

【
通
行
止
め
に
な
る
区
間
】 

・
高
知
県
越
知
町
横
倉
〜
吾
川
村
森
山 

（
地
図
⑥
番
　
20.3
㎞
区
間
） 

・
吾
川
村
森
山
〜 

愛
媛
県
久
万
高
原
町
柳
井
川 

（
地
図
⑦
番
　
12.8
㎞
区
間
） 

             

　
右
記
区
間
へ
は
、
自
動
車
は
勿
論
、

自
転
車
や
歩
行
者
の
方
も
進
入
す
る
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
。
ま
た
右
記
区
間
内

に
居
住
さ
れ
て
い
る
方
々
も
、
く
れ
ぐ

れ
も
こ
の
通
行
止
め
の
区
間
内
を
走
行

し
な
い
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

【
通
行
止
め
が
解
除
に
な
る
の
は
？
】 

　
大
雨
警
報
等
が
解
除
さ
れ
、
今
後
の

降
雨
の
可
能
性
が
ほ
ぼ
な
く
な
り
、
降

雨
が
止
み
２
時
間
後
に
行
う
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
で
異
常
が
な
い
と
確
認
さ
れ
た

場
合
に
通
行
止
め
が
解
除
と
な
り
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
夜
間
に
降
雨
が
止
ん
で
も

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
が
出
来
な
い
た
め
早

朝
を
待
っ
て
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
こ
と

と
な
り
、
解
除
は
そ
の
後
に
な
り
ま
す
。 

【
携
帯
電
話
で
道
路
情
報
】 

　
携
帯
電
話
・
パ
ソ
コ
ン
か
ら
現
在
の

道
路
情
報
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。 

               

　
右
記
区
間
以
外
で
も
危
険
な
場
所
は

沢
山
あ
り
ま
す
、
台
風
な
ど
異
常
気
象

現
象
時
に
は
役
場
、
消
防
の
指
示
や
ご

近
所
と
相
談
の
上
慎
重
な
行
動
を
お
願

い
し
ま
す
。 

 

土
佐
国
道
事
務
所 

　
　
０
８
８
｜
８
８
４
｜
０
３
５
９ 

土
佐
国
道
事
務
所
佐
川
国
道
維
持
出
張
所 

　
　
０
８
８
９
｜
２
２
｜
１
０
２
２ 

docomo 
http://www.skrdoukan.com/i/i-mode.htm

au 
http://www.skrdoukan.com/ez/index.hdml

vodafone 
http://www.skrdoukan.com/j/j-sky.htm

パソコン 
http://www.skr.mlit.go.jp./info/
　　　　　　regulate/kyk/its/index.html

通行規制区間 

高知市 

至中村 

至松山 

大
雨
に
よ
る 

　
通
行
止
め
に
ご
協
力
を
！ 

大
雨
に
よ
る 

　
通
行
止
め
に
ご
協
力
を
！ 

大
雨
に
よ
る 

　
通
行
止
め
に
ご
協
力
を
！ 
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昔
な
つ
か
し
い

写
真
募
集

昔
な
つ
か
し
い

昔
な
つ
か
し
い

写
真
募
集

写
真
募
集

　
日
高
養
護
学
校
で
は
、
７
月
９
日
（土） 

恒
例
の
七
夕

ま
つ
り
を
お
こ
な
い
ま
す
。 

　
今
年
も
養
護
学
校
運
動
場
（
雨
天
時
は
体
育
館
）

に
お
い
て
の
開
会
行
事
の
後
、
音
楽
ク
ラ
ブ
を
中
心

に
し
た
歌
や
生
徒
に
よ
る
鳴
子
踊
り
や
カ
ラ
オ
ケ
大

会
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
運
動
場
で

は
焼
き
鳥
や
か
き
氷
な
ど
の
夜
店
も
予
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
日
高
養
護
学
校
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
校
内
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
は
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
や
む
を
え
ず
自
家
用
車
を
利
用
さ
れ
る

方
は
で
き
る
限
り
乗
り
合
わ
せ
を
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に
お
住
ま

い
の
皆
様
に
は
で
き
る
限
り
徒
歩
な
ど
の
方
法
で
お

越
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

第
30
回 

日
高
養
護
学
校 

七
夕
ま
つ
り
に
き
て
ね
！

七
夕
ま
つ
り
に
き
て
ね
！

七
夕
ま
つ
り
に
き
て
ね
！

日 程  
16時 30分～

　開会行事（運動場） 
16時 45分～

　歌（音楽クラブを中心に～） 
　鳴子踊り 
　カラオケ大会 
　夜店 
18時 50分～

　閉会行事 

　
日
高
村
は
、
昭
和
29
年
10
月
15
日
に
日

下
村
、
能
津
村
、
加
茂
村
の
一
部
が
合
併

し
日
高
村
が
誕
生
し
ま
し
た
。
平
成
16
年

10
月
15
日
に
は
村
制
50
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
本
年
10
月
９
日
に
合
併
50
周
年
を
記

念
し
、
式
典
、
写
真
集
の
発
行
等
計
画
い

た
し
て
お
り
ま
す
。 

　
村
内
の
皆
様
方
に
昔
懐
か
し
い
写
真

を
お
借
り
し
写
真
集
を
作
り
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
か
ご
協
力
お

願
い
致
し
ま
す
。 

日高村制50周年記念誌 
１、問い合わ

せ先 

日高村役場企
画課 

２、電話番号
 

24－5113

３、お借りし
たい写真 

昭和29年ごろ
から 

現在までの写
真 

４、〆切 

平成17年７月
31日 

記 
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▲ ▲ ▲  

平成17年度自衛官等募集案内 ▲ ▲ ▲

募集種目 資　　格 受付期間 試験期日 合格発表

防衛大学校学生
一般 高卒（見込含） ９／９～９／ 30 １次：11 ／ 12・13

２次：12 ／ 13～16
１次：12 ／７
最終：18年２／ 16

推薦 21歳未満 ９／５～９／７ 　　　９／ 24・25 　　　11 ／ 10

防衛医科大学校学生 高卒（見込含）
21歳未満 ９／９～９／ 30 １次：11 ／５・６

２次：12 ／７～９
１次：11 ／ 29
最終：18年２／ 16

航空学生 高卒（見込含）
21歳未満 ８／１～９／８

１次：９／ 23
２次：10 ／ 15～20
３次：11 ／ 13～12 ／９

１次：10 ／７
２次：11 ／４
最終：18年１／ 26

看護学生 高卒（見込含）
24歳未満 ９／９～９／ 30 １次：10 ／ 16

２次：11 ／ 18・19
１次：11 ／１
最終：18年１／ 11

一般曹候補学生 18歳以上24歳未満 ８／１～９／８ １次：９／ 17
２次：10 ／８～14

１次：10 ／３
最終：11 ／９

曹候補士 18歳以上27歳未満 ８／１～９／８ １次：９／ 17
２次：10 ／８～14

１次：10 ／３
最終：11 ／ 16

２等陸・海・空士（女子） 18歳以上27歳未満 ８／１～９／８ 　　　９／ 25・26 　　　11 ／ 18

２等陸・海・空士（男子） 18歳以上27歳未満 ８／１～９／ 15 １次：９／ 16
２次：受付時お知らせします 受付時お知らせします

※お問い合わせは市町村窓口又は下記へお気軽にどうぞ。パンフレット等もございます。
　〒785-0041　自衛隊須崎募集事務所　須崎市西崎町325-2　　☎ 0889－42－7186



池野いちび選 

ひ
だ
か

 
 
俳
壇

 

郵
便
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
郵
便
局
で
は
、
た
だ
い
ま
平
成
17
年
用

暑
中
見
舞
用
郵
便
葉
書
を
発
売
し
て
い
ま

す
。 

　
種
類
は
、
裏
面
に
夏
ら
し
い
イ
ラ
ス
ト

を
配
し
た
絵
入
り
２
種
類
（「
夏
雲
湧
く

ラ
ベ
ン
ダ
ー
畑
」「
き
ん
ぎ
ょ
」）
の
ほ
か
、

「
無
地
」、
パ
ソ
コ
ン
愛
好
者
に
好
評
を
い

た
だ
い
て
い
る
「
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
紙
」、

く
ぼ
み
入
り
葉
書
も
発
売
し
ま
す
。
価
格

は
、
い
ず
れ
も
１
枚
50
円
で
す
。 

～
暑
い
夏
に  

涼
し
い
便
り  

お
届
け
し
ま
す
～

親しいお友達に… 
　　　遠く離れたあの方に… 

無地・
インクジェット

夏雲湧く
ラベンダー畑

きんぎょ

親しいお友達、
遠く離れたあの方への
夏だよりに…

是非ご利用ください！！

お楽しみのくじの抽せん日は９月４日（日）。商品は… 

　　等　級 　 内容（予定） 　当せん割合 　当せん本数　 

夏のおたより賞 地域の特産品小包 １万本に５本 125,150本 

切手シート賞 「ふみの日」 100本に３本 7,509,000本  小型切手シート 

照会先：伊野郵便局　　088－893－0050　ゆうびんホームページ  http://www.post.japanpost.jp/

 

門
田
の
ぶ
子 

○
純
白
の
牡
丹
を
染
め
し
傘
の
色 

百
花
の
王
と
さ
れ
て
き
た
牡
丹
は
、
色
も
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
掲
句
は
純
白
の
牡
丹
。

そ
の
牡
丹
が
何
色
か
の
傘
の
色
で
ほ
の
か
に

染
ま
っ
た
と
詠
む
。 

繊
細
な
感
覚
。 

 

濱
田
　
　
幸 

○
青
梅
を
枝
ご
と
切
つ
て
落
し
け
り 

梅
の
実
は
青
い
う
ち
に
と
る
。
な
る
べ
く
傷

つ
け
な
い
よ
う
に
手
で
　
ぎ
た
い
の
で
あ
る

が
、
高
い
と
こ
ろ
で
は
、
そ
れ
は
至
難
の
業
。

鈴
な
り
の
梅
が
枝
ご
と
地
上
に
落
ち
た
音
が

聞
こ
え
そ
う
で
あ
る
。 

 
 

岩
村
　
さ
と 

紋
白
蝶
キ
ャ
ベ
ツ
畠
を
乱
舞
す
る 

青
梅
と
聞
き
た
る
だ
け
で
顔
ゆ
が
む 

 

柏
井
　
皓
子 

干
草
の
擦
れ
合
ふ
音
を
束
ね
け
り 

光
り
合
ふ
蛍
同
志
の
世
界
か
な 

 

川
瀬
　
晴
恵 

青
梅
を
見
付
に
置
き
て
サ
ン
シ
ャ
イ
ン 

蛍
の
夜
声
で
わ
か
り
し
闇
の
人 
 

鎮
西
　
美
緒 

泥
合
羽
投
げ
込
み
洗
ふ
夏
の
川 

手
の
と
ど
く
枝
よ
り
青
き
梅
を
採
る 

 

中
山
　
美
根 

ゑ
ん
ど
う
の
競
り
合
う
て
実
の
拉
げ
を
り 

片
面
は
紅
を
穿
き
を
り
青
き
梅 

 

中
村
　
梅
子 

如
露
口
を
ふ
さ
い
で
を
り
ぬ
青
蛙 

木
の
蛇
に
静
か
な
動
き
葬
の
庭 

 

南
部
記
代
子 

ま
だ
明
け
ぬ
峡
鳴
き
渡
る
ホ
ト
ト
ギ
ス 

遅
咲
き
の
一
本
だ
け
の
ア
マ
リ
リ
ス 

 

橋
詰
登
志
子 

青
梅
を
漬
け
て
く
れ
た
と
い
ふ
電
話 

雨
晴
れ
て
殊
さ
ら
太
き
茄
子
の
花 

 

浜
田
　
博
子 

谷
音
を
聞
き
つ
つ
育
つ
実
梅
か
な 

青
い
風
吹
け
ば
青
梅
顔
の
ぞ
く 

 

森
下
　
花
子 

中
程
は
屋
根
裏
に
あ
る
蛇
の
衣 

青
〆
と
い
ふ
青
梅
の
実
り
か
な 

 

伊
野
部
哲
也 

青
梅
の
丸
み
天
守
閣
け
ぶ
る 

蛇
の
衣
見
へ
ぬ
も
の
ま
で
動
き
け
り 

 

島
田
　
　
瞳 

海
芋
咲
く
虫
食
い
葉
つ
ぱ
に
育
て
ら
れ 

夏
兆
す
朱
の
壁
に
下
り
緑
蔦 

 

池
野
い
ち
び 

短
夜
の
メ
モ
に
と
ど
め
て
お
く
日
記 

末
の
子
に
ひ
と
つ
お
ま
け
の
さ
く
ら
ん
ぼ 

─広報ひだか７月号─　（14）（15）　─広報ひだか７月号─
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日高村ホームページ　http://www.vill.hidaka.kochi.jp 
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広
報
ひ
だ
か

　
Ju
ly    2005　７

月
号
 

 N
o.439

　
発
行
/日
高
村
役
場
　
〒
781-2194 高

知
県
高
岡
郡
日
高
村
本
郷
61-10889-24-5111 F

A
X
0889-24-7966

　
編
集
/日
高
村
広
報
編
集
委
員
会
　
印
刷
/西
村
謄
写
堂
 

日高村の人口 日高村の 
交通事故発生状況 

机からの風景
～コスモス文庫より～

机からの風景
～コスモス文庫より～

机からの風景
～コスモス文庫より～

机からの風景
～コスモス文庫より～

机からの風景
～コスモス文庫より～

ヴィニースヴィニースヴィニース

日��記

広報編集委員会からのお知らせ 

　日高村においても、個人情報保護法の
全面施行を受けた措置として、今月号よ
り、長年に渡って掲載しておりました、
広報誌のおめでた・おくやみ欄を廃止い
たします。 

東部保育所の交通安全教室東部保育所の交通安全教室東部保育所の交通安全教室

　6月16日（木）東部保育所において県民生活
課といの署の方々の指導のもとに交通安全教室
が行われました。ビデオが上映され、交通安全や
不審な人に声を掛けられた場合の対応を教えて
いただきました。また、ミニチュアの信号機と
横断歩道を使って横断歩道の渡り方を学びまし
た。右を見て左を見て、そして右を見て横断す
ることなどを実際に体験することができました。 
　子どもたちは、元気に交通ルールを学んでい
ました。 
　交通事故はいつ起こるかわかりません。地域
社会が子どもたちから目を 
離さないことが大切で 
はないでしょうか。 

　　　１～５月分（５月） 

人身事故　　18件 （１件） 

死　　者　　０名 （０名） 

傷　　者　　22名 （１名） 

　　　　　　５月末現在 

　　　　　　   （前月比） 
世帯数 　 2,424　（±０） 
人　口 　 6,208人（－３） 
　　　 男 2,954人（－３） 
　　　 女 3,254人（±０） 

前月のデータに誤りがあり以下訂正します。 

世帯数 　 2,429　　を　2,424　  に
人　口 　 6,217人　を　6,211人  に
　　　 男 2,960人　を　2,957人  に
　　　 女 3,257人　を　3,254人  に 

○
開
館
時
間 

　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時 

○
休
館
日
　
月
・
祝
日 

○
貸
出 

　
ひ
と
り
５
冊
ま
で
、 

　
２
週
間 

　
　
20
―
１
５
３
３ 

図書館利用案内

         

　
６
月
９
日
に
、
能
津
小
学
校
の
１
・
２

年
生
が
、
図
書
館
に
き
て
く
れ
ま
し
た
。

引
率
は
担
任
の
楠
先
生
と
松
下
先
生
で
す
。 

　
団
体
利
用
と
い
う
こ
と
で
、
図
書
館
の

館
内
案
内
（
図
書
館
の
本
棚
の
構
成
な
ど

の
説
明
）
と
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
、

自
由
に
本
を
見
る
時
間
の
３
つ
の
セ
ッ
ト

で
メ
ニ
ュ
ー
を
組
み
ま
し
た
。 

　
能
津
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
は
、
と
て

も
元
気
で
、
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。
読
み
聞
か
せ
の
時
間
は

静
か
に
集
中
し
て
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。

読
み
聞
か
せ
し
た
絵
本
は
、「
は
ち
う
え

は
ぼ
く
に
ま
か
せ
て
」（
ジ
オ
ン
文
／
グ

レ
ア
ム
絵
）
で
し
た
。 

　
図
書
館
で
は
、
学
校
か
ら
の
依
頼
で
団

体
で
の
利
用
も
受
け
て
い
ま
す
。
日
下
小

学
校
は
お
得
意
さ
ま
で
、
４
月
に
は
３
年

生
と
５
年
生
、
５
月
は
２
年
生
が
き
て
く

れ
ま
し
た
。
今
月
の
17
日
に
は
ま
た
３
年

生
が
き
て
く
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

学
校
以
外
の
団
体
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の

で
、
図
書
館
を
団
体
で
ご
利
用
に
な
り
た

い
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
に
ん
じ
ん

畑
の
教
室
の
貸
し
出
し
も
し
て
い
ま
す
。

会
議
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
日
高
村
の
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち

は
！
４
月
と
５
月
は
天
気
が
よ
か

っ
た
で
す
ね
。
高
知
県
の
て
ん
き

は
す
ご
く
い
い
で
す
。
カ
ナ
ダ
で

は
毎
年
７
月
１
日
に
カ
ナ
ダ
デ
ィ

（
建
国
記
念
日
）
を
祝
い
ま
す
。

こ
の
日
は
カ
ナ
ダ
の
国
民
の
休
日

で
、
家
族
や
友
達
と
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
す
。
世
界
中
か
ら
た

く
さ
ん
の
人
々
が
オ
タ
ワ
を
訪
れ

カ
ナ
ダ
デ
ィ
（
６
月
21
日
か
ら
始

ま
り
７
月
１
日
ま
で
の
11
日
間
）

を
楽
し
み
ま
す
。 

 

６
月
21
日 

｜N
a

tio
n

a
l A

b
o

rig
in

a
l D

a
y

 

独
特
な
財
産
や
カ
ナ
ダ
の
文
化
に
貢
献
し
た
人
を

祝
う
特
別
な
日
で
す
。 

 

６
月
24
日 

｜S
a

in
t-J

e
a

n
 B

a
p

tis
te

 D
a

y

こ
の
日
は
、
フ
レ
ン
チ
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
た
ち
が
フ

ラ
ン
ス
の
文
化
を
パ
レ
ー
ド
な
ど
で
祝
い
ま
す
。 

こ
れ
は
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
で
は
と
て
も
特
別
な
も
の

で
す
。 

 

６
月
27
日 

｜C
a

n
a

d
ia

n
 M

u
ltic

u
ltu

ra
lism

 D
a

y

多
数
の
文
化
や
宗
教
、
共
同
体
を
特
別
に
祝
う
日

で
す
。 

 

７
月
１
日
｜C

a
n

a
d

a
 D

a
y

１
８
６
８
年
７
月
１
日
に
カ
ナ
ダ
が
誕
生
し
た
日

で
す
。 

 

　
い
つ
か
カ
ナ
ダ
に
訪
れ
、
カ
ナ
ダ
デ
ィ
を
私
た
ち

と
一
緒
に
祝
う
こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

ま
た
ね
、 

 V
ineeth S

tephen, 
H
idaka-M

ura A
LT

誤 正 

　平成18年度より中学校で使
用される検定済み教科書の見

本を下記のとおり展示します。村民の方が閲覧
される機会を設けますので、お知らせします。 

　１．期日　７月11日（月）～７月15日（金） 
　　　　　　（9：00～17：00） 
　２．場所　日高村教育委員会 

お知らせお知らせお知らせ
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●ヴィニース日記 16
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… 
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６月12日（日）日下川調整池でのグラウンドワーク作業からの１枚です。
（日高村総合運動公園東）

あ
な

たの土地を再

確
認

地籍 調査 
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や
め
よ
う
⋮
 
ご
み
の
野
焼
き

ご
み
を
野
焼
き
す
る
習
慣
を 

や
め
ま
し
ょ
う 

　
家
庭
か
ら
出
た
ご
み
を
付
近
で

焼
却
す
る
習
慣
は
、
ご
み
の
量
が

少
な
く
、
ご
み
収
集
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
な
い
頃
に
は
、
ご
み
処
理

の
た
め
に
相
応
の
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
し
た
。 

　
現
在
は
ご
み
の
量
も
多
く
な
り
、

ご
み
質
も
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。

焼
却
は
十
分
管
理
さ
れ
た
焼
却
炉

で
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

野
焼
き
は
多
く
の
苦
情
が 

よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す 

　
野
焼
き
の
ば
い
煙
や
悪
臭
に
対

す
る
苦
情
、
最
近
で
は
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
の
発
生
を
心
配
す
る
声
も
よ

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
野
焼
き
で
は
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
を
し
た
焼
却

炉
の
数
千
倍
か
ら
数
万
倍
の
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
が
発
生
す
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

環
境
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を 

減
ら
そ
う 

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
は
、
ご
く
微

量
で
も
ガ
ン
や
奇
形
を
起
こ
す
な

ど
様
々
の
強
い
毒
性
が
あ
る
う
え

に
非
常
に
分
解
さ
れ
に
く
い
た
め
、

土
、
川
、
海
↓
生
物
↓
食
物
↓
人

と
食
物
連
鎖
に
よ
り
次
々
に
濃
縮

汚
染
さ
れ
、
人
に
害
毒
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
更
に
心
配

な
の
は
、
母
体
や
母
乳
↓
赤
ち
ゃ

ん
の
ル
ー
ト
で
の
影
響
で
す
。
21

世
紀
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も

野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
。 

 

中
央
西
福
祉
保
健
所
　
環
境
課 

　
０
８
８
９
｜
２
２
｜
１
２
８
６ 

日
高
村
役
場
　
健
康
福
祉
課 

　
２
４
｜
７
８
５
１ 

◎「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に
より廃棄物の野焼きは一部の例外を除いて
禁止されています。 
◎野焼きは直接罰の対象となります。 

　３年以下の懲役もしくは300万円
以下の罰金、またはこれらの両方 

information

平
成
17
年
度
甲
種
防
火
管
理
者
資
格

取
得
講
習
会
の
実
施
に
つ
い
て

入
札
結
果 

１
　
採
用
予
定
人
員（
採
用
予
定
日
） 

　
　
若
干
名（
平
成
18
年
４
月
１
日
） 

 

２
　
受
験
資
格 

（ １）
　
昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者 

（ ２）
　
仁
淀
消
防
組
合
管
内
（
い
の
町
、

春
野
町
、
日
高
村
）
の
い
ず
れ

か
の
町
村
に
居
住
可
能
な
者 

（ ３）
　
日
本
国
籍
を
有
す
る
者 

（ ４）
　
次
の
身
体
基
準
を
満
た
す
者 

ア
　
身
長 お

お
む
ね
男
性
は
160
㎝
以

上
、
女
性
は
150
㎝
以
上 

イ
　
体
重 お

お
む
ね
男
性
は
50
㎏
以

上
、
女
性
は
45
㎏
以
上 

ウ
　
胸
囲 お

お
む
ね
身
長
の
２
分
の

１
以
上 

エ
　
視
力 両

眼
と
も
視
力
1.0
以
上（
矯

正
視
力
の
場
合
は
裸
眼
視

力
0.1
以
上
） 

オ
　
色
覚
　
正
常
な
者 

カ
　
聴
力
　
正
常
な
者 

 

３
　
試
験
内
容
及
び
試
験
日 

第
１
次
試
験
（
教
養
試
験
・
作
文
） 

　
平
成
17
年
９
月
18
日
（ 日） 

第
２
次
試
験
（
体
力
測
定
・
面
接
） 

　
平
成
17
年
10
月
下
旬 

 

４
　
受
付
期
間 

平
成
17
年
８
月
８
日
（ 月） 

〜
８
月
19
日
（ 金） 
　
　 

 

５
　
申
込
書
の
請
求 

（ １）
　
申
込
書
は
、
消
防
本
部
ま
た
は
、

春
野
、
吾
北
、
日
高
の
各
分
署

へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。 

（ ２）
　
郵
送
に
よ
る
請
求
は
、
封
筒
に

「
採
用
試
験
申
込
書
請
求
」
と

朱
書
き
し
、
返
信
用
封
筒
（
宛

先
を
明
記
し
、
80
円
切
手
を
貼

る
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。 

（ ３）
　E

-m
ail

に
よ
る
請
求
は
、 

niyodoshoubou@
baobab.or.jp

　
　
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

　
受
験
手
続
き
、
そ
の
他
試
験
に
関

す
る
こ
と
は
、
消
防
本
部
総
務
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
　
０
８
８
｜
８
９
３
｜
３
２
２
１ 

　
仁
淀
消
防
組
合
で
は
、
消
防
法
第
８
条
の
規
定
に

よ
る
甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
受
講
希
望
者
は
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。 

 

講
習
日
時 

　
平
成
17
年
８
月
11
日
（ 木）
、
12
日
（ 金） 

 

実
施
場
所 

　
高
知
県
消
防
学
校 

　
　
吾
川
郡
い
の
町
大
内
２
０
３
０ 

　
　
　
０
８
８
｜
８
９
２
｜
０
０
８
７ 

 

受
付
期
間 

　
７
月
１
日
（ 金）
か
ら
７
月
25
日
（ 月）
迄 

 

受

講

料 

４
、０
０
０
円
（
受
講
申
請
時
に
納
入
す
る
こ
と
。） 

※
受
講
申
請
書
は
、
消
防
本
部
及
び
各
分
署
に
あ
り

ま
す
。 

 

　
申
込
方
法
は
、
申
請
書
に
受
講
料
と
写
真
２
枚
（
縦

４
㎝
×
横
３
㎝
）
を
添
え
、
消
防
本
部
又
は
各
分
署

ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

 

○
講
習
等
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先 

仁
淀
消
防
組
合
消
防
本
部 

　
　
　
　
　
　
０
８
８
｜
８
９
３
｜
３
２
２
１ 

春
野
分
署
　
　
０
８
８
｜
８
９
４
｜
３
４
３
０ 

吾
北
分
署
　
　
０
８
８
｜
８
６
７
｜
２
８
１
２ 

日
高
分
署
　
　
２
４
｜
５
４
１
１ 

工　事　名 

工 事 番 号 

工 事 場 所 

請 負 業 者 

請負代金額 

契約年月日 

村道砥石谷妹背線災害復旧工事

16災第3386号

日高村大花

田中建設㈱

￥47,250,000

平成17年３月31日 

工　事　名 

工 事 番 号 

工 事 場 所 

請 負 業 者 

請負代金額 

契約年月日 

村道砥石谷妹背線（2）災害復旧工事

16災第3388号

日高村本村

㈲日高組

￥39,900,000

平成17年３月31日 

消
防
職
員
採
用
試
験
案
内

仁
淀
消
防
組
合 

InformationInformation

○
対
象
者 

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平
成
17
年
４

月
１
日
に
お
い
て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受

け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位

の
ご
遺
族
お
一
人 

１
．
弔
慰
金
の
受
給
権
者 

２
．
戦
没
者
等
の
子 

３
．
①
父
母
　
②
孫
　
③
祖
父
母
　
④
兄
弟
姉
妹 

（
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い
な
か
っ

た
方
等
は
除
か
れ
ま
す
） 

４
．
右
記
３
以
外
の 

　
　
①
父
母
　
②
孫
　
③
祖
父
母
　
④
兄
弟
姉
妹 

５
．
右
記
１
か
ら
４
以
外
の
三
親
等
内
の
親
族 

（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以

上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
） 

○
支
給
内
容 

　
額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の
記
名
国
債 

○
請
求
期
間 

　
平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で 

○
請
求
窓
口 

　
日
高
村
役
場
健
康
福
祉
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
） 

　
請
求
手
続
な
ど
詳
し
く
は
、 

　
　
２
４
｜
７
８
５
１ 

　
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

優
良
運
転
者
の

支
部
表
彰
に
つ
い
て

第
８
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す 

　
交
通
安
全
協
会
で
は
、
次
の
表

彰
を
行
い
ま
す
の
で
、
地
区
理
事

ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。 

 

☆
優
良
運
転
者
（
四
輪
・
二
輪
） 

安
全
協
会
の
会
員
で
あ
っ
て
過

去
７
年
間
無
事
故
無
違
反
の
方 

 

☆
受
付
期
間 

　
８
月
１
日
〜
８
月
25
日 

 

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
交
通
安
全

協
会
い
の
支
部
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

　
０
８
８
｜
８
９
３
｜
１
２
３
４ 

─広報ひだか７月号─　（2）（3）　─広報ひだか７月号─



総務課
24－5111
税務課
24－5112
企画課
24－5113
建設課
24－5114
教育委員会
24－5115
議会事務局
24－7777
産業振興課
24－4647
健康福祉課
24－7851
東部福祉館
24－5440
東部児童館
24－5604
能津支所
24－5141
改良区
24－5202
開発公社
24－5331

総務課
24－5111
税務課
24－5112
企画課
24－5113
建設課
24－5114
教育委員会
24－5115
議会事務局
24－7777
産業振興課
24－4647
健康福祉課
24－7851
東部福祉館
24－5440
東部児童館
24－5604
能津支所
24－5141
改良区
24－5202
開発公社
24－5331

く・ら・し・の 

情報 
く・ら・し・の 

情報 

や
め
よ
う
⋮
 
ご
み
の
野
焼
き

ご
み
を
野
焼
き
す
る
習
慣
を 

や
め
ま
し
ょ
う 

　
家
庭
か
ら
出
た
ご
み
を
付
近
で

焼
却
す
る
習
慣
は
、
ご
み
の
量
が

少
な
く
、
ご
み
収
集
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
な
い
頃
に
は
、
ご
み
処
理

の
た
め
に
相
応
の
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
し
た
。 

　
現
在
は
ご
み
の
量
も
多
く
な
り
、

ご
み
質
も
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。

焼
却
は
十
分
管
理
さ
れ
た
焼
却
炉

で
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

野
焼
き
は
多
く
の
苦
情
が 

よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す 

　
野
焼
き
の
ば
い
煙
や
悪
臭
に
対

す
る
苦
情
、
最
近
で
は
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
の
発
生
を
心
配
す
る
声
も
よ

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
野
焼
き
で
は
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
を
し
た
焼
却

炉
の
数
千
倍
か
ら
数
万
倍
の
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
が
発
生
す
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

環
境
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を 

減
ら
そ
う 

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
は
、
ご
く
微

量
で
も
ガ
ン
や
奇
形
を
起
こ
す
な

ど
様
々
の
強
い
毒
性
が
あ
る
う
え

に
非
常
に
分
解
さ
れ
に
く
い
た
め
、

土
、
川
、
海
↓
生
物
↓
食
物
↓
人

と
食
物
連
鎖
に
よ
り
次
々
に
濃
縮

汚
染
さ
れ
、
人
に
害
毒
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
更
に
心
配

な
の
は
、
母
体
や
母
乳
↓
赤
ち
ゃ

ん
の
ル
ー
ト
で
の
影
響
で
す
。
21

世
紀
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も

野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
。 

 

中
央
西
福
祉
保
健
所
　
環
境
課 

　
０
８
８
９
｜
２
２
｜
１
２
８
６ 

日
高
村
役
場
　
健
康
福
祉
課 

　
２
４
｜
７
８
５
１ 

◎「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に
より廃棄物の野焼きは一部の例外を除いて
禁止されています。 
◎野焼きは直接罰の対象となります。 

　３年以下の懲役もしくは300万円
以下の罰金、またはこれらの両方 

information

平
成
17
年
度
甲
種
防
火
管
理
者
資
格

取
得
講
習
会
の
実
施
に
つ
い
て

入
札
結
果 

１
　
採
用
予
定
人
員（
採
用
予
定
日
） 

　
　
若
干
名（
平
成
18
年
４
月
１
日
） 

 

２
　
受
験
資
格 

（ １）
　
昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者 

（ ２）
　
仁
淀
消
防
組
合
管
内
（
い
の
町
、

春
野
町
、
日
高
村
）
の
い
ず
れ

か
の
町
村
に
居
住
可
能
な
者 

（ ３）
　
日
本
国
籍
を
有
す
る
者 

（ ４）
　
次
の
身
体
基
準
を
満
た
す
者 

ア
　
身
長 お

お
む
ね
男
性
は
160
㎝
以

上
、
女
性
は
150
㎝
以
上 

イ
　
体
重 お

お
む
ね
男
性
は
50
㎏
以

上
、
女
性
は
45
㎏
以
上 

ウ
　
胸
囲 お

お
む
ね
身
長
の
２
分
の

１
以
上 

エ
　
視
力 両

眼
と
も
視
力
1.0
以
上（
矯

正
視
力
の
場
合
は
裸
眼
視

力
0.1
以
上
） 

オ
　
色
覚
　
正
常
な
者 

カ
　
聴
力
　
正
常
な
者 

 

３
　
試
験
内
容
及
び
試
験
日 

第
１
次
試
験
（
教
養
試
験
・
作
文
） 

　
平
成
17
年
９
月
18
日
（ 日） 

第
２
次
試
験
（
体
力
測
定
・
面
接
） 

　
平
成
17
年
10
月
下
旬 

 

４
　
受
付
期
間 

平
成
17
年
８
月
８
日
（ 月） 

〜
８
月
19
日
（ 金） 
　
　 

 

５
　
申
込
書
の
請
求 

（ １）
　
申
込
書
は
、
消
防
本
部
ま
た
は
、

春
野
、
吾
北
、
日
高
の
各
分
署

へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。 

（ ２）
　
郵
送
に
よ
る
請
求
は
、
封
筒
に

「
採
用
試
験
申
込
書
請
求
」
と

朱
書
き
し
、
返
信
用
封
筒
（
宛

先
を
明
記
し
、
80
円
切
手
を
貼

る
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。 

（ ３）
　E

-m
ail

に
よ
る
請
求
は
、 

niyodoshoubou@
baobab.or.jp

　
　
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

　
受
験
手
続
き
、
そ
の
他
試
験
に
関

す
る
こ
と
は
、
消
防
本
部
総
務
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
　
０
８
８
｜
８
９
３
｜
３
２
２
１ 

　
仁
淀
消
防
組
合
で
は
、
消
防
法
第
８
条
の
規
定
に

よ
る
甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
受
講
希
望
者
は
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。 

 

講
習
日
時 

　
平
成
17
年
８
月
11
日
（ 木）
、
12
日
（ 金） 

 

実
施
場
所 

　
高
知
県
消
防
学
校 

　
　
吾
川
郡
い
の
町
大
内
２
０
３
０ 

　
　
　
０
８
８
｜
８
９
２
｜
０
０
８
７ 

 

受
付
期
間 

　
７
月
１
日
（ 金）
か
ら
７
月
25
日
（ 月）
迄 

 

受

講

料 

４
、０
０
０
円
（
受
講
申
請
時
に
納
入
す
る
こ
と
。） 

※
受
講
申
請
書
は
、
消
防
本
部
及
び
各
分
署
に
あ
り

ま
す
。 

 

　
申
込
方
法
は
、
申
請
書
に
受
講
料
と
写
真
２
枚
（
縦

４
㎝
×
横
３
㎝
）
を
添
え
、
消
防
本
部
又
は
各
分
署

ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

 

○
講
習
等
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先 

仁
淀
消
防
組
合
消
防
本
部 

　
　
　
　
　
　
０
８
８
｜
８
９
３
｜
３
２
２
１ 

春
野
分
署
　
　
０
８
８
｜
８
９
４
｜
３
４
３
０ 

吾
北
分
署
　
　
０
８
８
｜
８
６
７
｜
２
８
１
２ 

日
高
分
署
　
　
２
４
｜
５
４
１
１ 

工　事　名 

工 事 番 号 

工 事 場 所 

請 負 業 者 

請負代金額 

契約年月日 

村道砥石谷妹背線災害復旧工事

16災第3386号

日高村大花

田中建設㈱

￥47,250,000

平成17年３月31日 

工　事　名 

工 事 番 号 

工 事 場 所 

請 負 業 者 

請負代金額 

契約年月日 

村道砥石谷妹背線（2）災害復旧工事

16災第3388号

日高村本村

㈲日高組

￥39,900,000

平成17年３月31日 

消
防
職
員
採
用
試
験
案
内

仁
淀
消
防
組
合 

InformationInformation

○
対
象
者 

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平
成
17
年
４

月
１
日
に
お
い
て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受

け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位

の
ご
遺
族
お
一
人 

１
．
弔
慰
金
の
受
給
権
者 

２
．
戦
没
者
等
の
子 

３
．
①
父
母
　
②
孫
　
③
祖
父
母
　
④
兄
弟
姉
妹 

（
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い
な
か
っ

た
方
等
は
除
か
れ
ま
す
） 

４
．
右
記
３
以
外
の 

　
　
①
父
母
　
②
孫
　
③
祖
父
母
　
④
兄
弟
姉
妹 

５
．
右
記
１
か
ら
４
以
外
の
三
親
等
内
の
親
族 

（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以

上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
） 

○
支
給
内
容 

　
額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の
記
名
国
債 

○
請
求
期
間 

　
平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で 

○
請
求
窓
口 

　
日
高
村
役
場
健
康
福
祉
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
） 

　
請
求
手
続
な
ど
詳
し
く
は
、 

　
　
２
４
｜
７
８
５
１ 

　
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

優
良
運
転
者
の

支
部
表
彰
に
つ
い
て

第
８
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す 

　
交
通
安
全
協
会
で
は
、
次
の
表

彰
を
行
い
ま
す
の
で
、
地
区
理
事

ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。 

 

☆
優
良
運
転
者
（
四
輪
・
二
輪
） 

安
全
協
会
の
会
員
で
あ
っ
て
過

去
７
年
間
無
事
故
無
違
反
の
方 

 

☆
受
付
期
間 

　
８
月
１
日
〜
８
月
25
日 

 

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
交
通
安
全

協
会
い
の
支
部
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

　
０
８
８
｜
８
９
３
｜
１
２
３
４ 
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学校だより

  
日下  
日下

  
日下

 小学校 小学校  小学校

　
よ
い
お
天
気
に
め
ぐ
ま
れ
た
６
月
12

日
の
日
曜
日
、
家
族
参
観
日
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
が
、
お
う

ち
の
人
と
一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
で
も

制
作
活
動
で
も
、
一
緒
に
何
か
を
す
る

こ
と
で
、
お
互
い
の
良
さ
を
再
発
見
!!
 

家族参観日家族参観日家族参観日

梅雨を前にした、6月6日（月）に日下小プール開きが行われました。トップを飾ったのは１年生でした。 
6年生に教えてもらいながら、準備体操をしてシャワーにかかり、いよいよプールに入ります。 
6年生に連れてもらって、大プールにも入り大喜びでした。 
最後には、6年生の泳ぎを見せてもらってびっくり！！ 

１年
親子でゲーム、
楽しいよ！

  ２年
いっしょに
  つくろう！
ビーズのおもちゃ

３年
今日のお昼、
何ができるかな？

４年
どれどれ、
ほう！

おいしそうだね。

５年
真剣です！
どんな作品が
できる
でしょう

６年
陶芸家に 
 挑戦！
形に思いを 
  こめて

ぼ
く
も
、
泳
げ
る
よ
う
に

な
り
た
い
な
あ
ー
。

が
ん
ば
る
ぞ
！

一緒につくった
お昼ご飯、今まで
食べた何より、
おいしかったよ!!

準備
体操
ＯＫ
！

準備
体操
ＯＫ
！

シャワーはしっかりね。シャワーはしっかりね。

まずはゆっくり水に入ろうね。

まずはゆっくり水に入ろうね。

マンツー
マンで

バッチリ
！

マンツー
マンで

バッチリ
！

大プールは深いぞー大プールは深いぞー

６年生のお手本、
すごいなあ！！
６年生のお手本、
すごいなあ！！

プール開きプール開きプール開き
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地域教育だより
日高村教育委員会

本物の映画芸術にふれる！
文化庁「子どもの映画鑑賞普及事業」実施

　6月16日（木）に社会福祉センターで日高中、日下小、能津小
の子どもたちが映画鑑賞をおこないました。この事業は、映画館
で映画を見る機会の少ない子どもたちに、映画鑑賞の機会を提供
し、映画への興味を持たせ、映画芸術の振興を目的としています。 
　当日は、映画上映会社の機材を福祉センターに搬入し、大きな
スピーカーを設置して、にわか仕立てでしたが、本物の映画館を
つくっていただきました。 
　映画「ガラスのうさぎ」「ウィニングパス」の2本の映画を鑑
賞し、本物の映画を身体丸ごとで鑑賞していました。 

お問い合わせ：日高村教育委員会　　24－5115（担当武田） 

（火、木）16：00－18：00

シ リ ー ズ

コスモスひろばコスモスひろば
（村立図書館を
  中心とした居場所）

やっ
てる
よ

毎週火曜木曜の放課後、コスモス文庫では学習クラブが開かれて
います。宿題や勉強でわからないことをサポートしてくれます。
休み時間には、手品やゲームなど楽
しいこともたくさんあります。友達
をさそってみんなで参加しませんか？
指導に当たるサポーターも募集して
います。放課後の子どもの居場所で
ボランティア活動をしてみませんか？ 

子

ども
教室！

地域子ども教室推進事業より

学習クラブ

　今年度も日高村に転入してきた教職員を対象に日高村人権教育研
究協議会学校部会がフィールドワークの研修会を実施しました。 
　過去の水害の記録を事前に学習し、放水トンネル、神母樋門、遊
水池などの施設を現地に出向き見学したり、東部福祉館で部落差別
に関わる体験談の聞き取りをしました。 
　水害を防ぐための日高村の人々のさまざまな工夫や努力を知り、
また人権を大切にする取り組みの大切さを改めて考える機会となり
ました。 

「日高村の水との闘い・人権確立の歩み」
日高村転入教職員研修で 

を現地学習 
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今
回
も
、
多
く
の
お
年
寄
り
が

悩
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
疾
患
の

３
回
目
で
す
。 

 

●
老
人
ボ
ケ 

　
ボ
ケ
の
原
因
は
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
脳
の
老
化
と
関

連
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
す
。 

　
ボ
ケ
の
タ
イ
プ
は
、
脳
の
異
常

な
老
化
に
よ
る
「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
」
と
、
脳
の
血
管
障
害
に
老
化

が
加
わ
っ
た
「
脳
血
管
性
痴
呆
」

の
２
つ
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
脳
血

管
性
痴
呆
が
比
較
的
軽
い
症
状
な

の
に
対
し
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

は
ボ
ケ
の
症
状
に
加
え
、
け
い
れ

ん
な
ど
の
神
経
症
状
に
見
舞
わ
れ

ま
す
。
ボ
ケ
の
初
期
症
状
に
は
、

極
端
に
も
の
覚
え
が
悪
い
（
記
銘

力
障
害
）、
忘
れ
っ
ぽ
い
（
記
憶

力
障
害
）、
被
害
妄
想
が
強
い
、

徘
徊
す
る
、
身
だ
し
な
み
に
無
関

心
に
な
る
、
風
呂
に
入
り
た
が
ら

な
い
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

※
ボ
ケ
予
防
対
策 

①
気
を
若
く
、
色
々
な
事
に
関
心

を
も
つ
。 

②
他
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
。 

③
趣
味
を
も
ち
、
脳
を
刺
激
す
る
。 

④
歩
い
た
り
こ
ま
め
に
身
体
を
動

か
す
。 

⑤
塩
分
・
動
物
性
脂
肪
を
と
り
す

ぎ
な
い
。 

⑥
深
酒
、
喫
煙
を
し
な
い
。 

⑦
日
記
や
手
紙
を
書
き
、
頭
を
働

か
せ
る
。 

  

●
加
齢
臭
（
に
お
い
） 

　
40
歳
以
降
に
な
る
と
皮
脂
成
分

に
「
９
｜
ヘ
キ
サ
デ
サ
ン
酸
」
と

い
う
脂
肪
酸
が
増
え
、
不
快
な
体

臭
の
も
と
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
が

加
齢
臭
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

デ
オ
ド
ラ
ン
ト
効
果
の
あ
る
薬
用

石
け
ん
や
洗
浄
剤
を
使
っ
て
、
身

体
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
歳
を
と
る
と
歯
周
病
が

あ
っ
た
り
、
胃
が
悪
く
て
口
臭
が

あ
っ
た
り
と
、
な
に
か
と
病
気
を

抱
え
が
ち
で
す
。
こ
れ
ら
は
す
べ

て
臭
い
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
病
気
を
治
す
こ
と
が
先
決

で
す
。 

 

　
最
後
に
、
い
つ
ま
で
も
若
く
健

康
で
あ
り
、
イ
キ
イ
キ
と
し
た
老

後
を
送
る
た
め
の
注
意
点
を
書
い

て
こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
お
わ
り
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

・
偏
食
し
な
い
で
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
栄
養
を
と
る
。 

・
食
べ
す
ぎ
や
、
甘
味
、
塩
分
の

と
り
す
ぎ
に
注
意
す
る
。 

・
適
度
な
運
動
を
習
慣
づ
け
る
。 

・
良
質
な
睡
眠
を
と
る
。 

・
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
。 

・
正
し
い
姿
勢
を
保
つ
。 

・
歯
の
手
入
れ
を
こ
ま
め
に
行
う
。 

・
髪
の
洗
い
す
ぎ
に
注
意
す
る
。 

・
タ
バ
コ
は
百
害
あ
っ
て
一
利
な

し
。
酒
は
適
度
に
。 

・
身
体
を
温
め
、
冷
え
を
解
消
す

る
。 

・
身
体
を
清
潔
に
保
つ
。 

・
肌
の
ト
ラ
ブ
ル
は
早
め
の
予
防

と
ケ
ア
を
心
が
け
る
。 

・
薬
の
服
用
は
用
法
・
用
量
を
守

る
。 

のご案内
「健康テレホンサービス」「健康テレホンサービス」「健康テレホンサービス」

　高知保険医協会は県下の医師・歯科医
師約610名で構成された団体です。下記
の内容で朝９時から翌朝９時まで、24時
間同じテーマのテープを流しています。
健康テレホンサービスの電話番号は 

　０８８－８３２－５２６６ です。 

7 月  

※日曜日、祝日は前日と同じテーマが流れます。 

月曜日
火曜日
水曜日
木曜日

金曜日
土・日

▼  

▼  

▼  

▼  
 

▼  

▼  

子どもが歯をぶつけた 
上手な診察の受け方パート４ 
日焼けと日焼け止め 
教室ではどれだけの 
　　　　　　　視力が必要か 
夏こそプールで運動を 
高齢者の医療費負担について 

　日本脳炎については、予防接種法に基づき３歳から７歳６か月未満
の幼児（１期）、９歳から12歳まで（２期）、14歳から15歳まで（３期）
に定期の予防接種を行っていますが、他県で昨年、予防接種後に神経
障害などが起きる重症のADEM（急性散在性脳脊髄炎）になり健康被
害の症例があったため、平成17年５月30日付けで厚生労働省から接種
中止の勧告がありました。また、厚生労働省疾病･障害認定審査会の
答申を受け厚生労働省が５月26日に日本脳炎ワクチンの使用と重症の
ADEM（急性散在性脳脊髄炎）との因果関係を認定しました。 
　現時点では接種のリスクが高く、より慎重な対応をするため、定期
の予防接種においては、現行の予防接種の積極的な勧奨は中止するよ
うになりました。ただし、定期の予防接種対象者のうち日本脳炎に感
染する恐れが高いと認められる者（流行地へ渡航する者や蚊に刺され
やすい環境にある場合等）、その保護者が日本脳炎に係る予防接種を受
けさせることを特に希望される方のみ、今回の措置と日本脳炎予防接
種の趣旨並びに日本脳炎の予防接種の効果及び副反応などを医師から
説明を受け（説明書）十分理解していただき、同意を得た上で（同意
書に署名）、現行の日本脳炎ワクチンを使用した接種は認めるというこ
とになりました。従来通り医療機関で個別接種はできます。 
　同省は現在安全性の高いワクチンが来年にも供給できる見通しで、
その際には接種勧奨を再開したいとしています。 
　一般的な注意として、戸外へ出るときにはできる限り長袖及び長ズ
ボンを身につけるなど、日本脳炎ウイルスを媒介する蚊に刺されない
よう注意してください。 
　なお、この予防接種についてご不明なことがありましたら、下記ま
でご連絡ください。 

定期の予防接種における 
日本脳炎ワクチン接種についてのお知らせ 

お問い合わせ：日高村保健センタ－ 
　　　　　　　　２４－７８５１　　予防接種担当まで 

★乳児健診（生後３か月児～８か月児） 
　の日程変更のお知らせ 

変更前　平成17年７月14日（木） 
　↓ 
変更後　平成17年７月21日（木） 

＊日程をお間違えのないようにお願いします。 
　対象者には事前に個別通知します。 

お問い合わせ：日高村保健センター 
　　　　　　　　２４－７８５１ 

﹁
ら
い
菌
に
よ
る感染

症
で
す
。﹂

︵
遺
伝
病
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︶

 

　
ら
い
菌
に
よ
り
、
体
の
す

み
ず
み
ま
で
巡
っ
て
い
る
末

梢
神
経
や
、
皮
膚
が
お
か
さ

れ
る
病
気
で
す
が
、
こ
の
病

気
で
死
に
至
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

　
ら
い
菌
の
感
染
力
は
と
て

も
弱
く
感
染
し
に
く
い
病
気

で
す
。
し
か
し
体
温
の
低
い

場
所
を
好
む
菌
の
影
響
に
よ

り
、
顔
・
頭
・
手
・
足
な
ど

で
温
度
や
痛
み
の
感
覚
が
マ

ヒ
し
、
火
傷
や
外
傷
か
ら
傷

跡
が
残
る
後
遺
症
が
起
こ
り

ま
す
。 

﹁
は
い
、
治
り
ま
す
。﹂

 

　
プ
ロ
ミ
ン
と
い
う
薬
の
登
場
に

よ
り
、
ハ
ン
セ
ン
病
は
完
治
す
る

病
気
に
な
り
ま
し
た
。 

　
現
在
は
、
安
全
な
新
薬
の
登
場

や
、
い
く
つ
か
の
薬
を
使
っ
た
治

療
法
に
よ
り
、
早
期
発
見
で
後
遺

症
を
残
さ
ず
確
実
に
治
り
ま
す
。 

　
現
在
、
日
本
で
の
発
症
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。 

﹁
恐
ろ
し
い
病
気
と
い
う
偏

見
が
広
が
っ
て
し
ま
っ
た
か

ら
で
す
。﹂

 

　
容
姿
や
病
気
に
対
す
る
偏

見
と
と
も
に
、
90
年
間
続
い

た
隔
離
政
策
等
に
よ
る
恐
ろ

し
い
病
気
と
い
う
偏
見
が
広

が
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

　
明
治
維
新
。
文
明
国
の
仲

間
入
り
を
望
む
新
政
府
は
、

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
に
対
し
て

何
の
対
策
も
と
ら
ず
に
い
ま

し
た
。
そ
の
姿
勢
を
世
界
か

ら
批
判
さ
れ
た
た
め
、
患
者

の
治
療
と
い
う
目
的
で
は
な

く
、
批
判
の
元
に
な
っ
た
患

者
を
隔
離
す
る
た
め
の
政
策

を
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
ハ

ン
セ
ン
病
は
「
恐
ろ
し
い
病

気
」
で
あ
る
と
宣
伝
し
ま
し

た
。 

　
１
９
９
６
年
に
、
ハ
ン

セ
ン
病
患
者
に
対
す
る
強

制
隔
離
政
策
を
定
め
て
い

た
、
ら
い
予
防
法
は
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
そ
れ
で
全
て

が
解
決
し
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

　
患
者
達
は
こ
れ
ま
で
の

苦
し
み
だ
け
で
は
な
く
、

長
期
間
の
隔
離
政
策
や
自

身
の
高
齢
化
に
よ
り
、
今

な
お
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

家
族
に
会
う
こ
と
も
で
き

ず
、
亡
く
な
っ
て
い
く
方

も
い
ま
す
。 

　
ま
だ
ま
だ
残
る
偏
見
や

差
別
意
識
を
な
く
し
、
患

者
や
そ
の
家
族
達
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
ハ

ン
セ
ン
病
を
正
し
く
理
解

し
、
共
に
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。 

ハンセン病問題 ハンセン病問題 ハンセン病問題 

三
、
ハ
ン
セ
ン
病
を 

　
　
正
し
く
理
解
し
よ
う 

﹁
ハ
ン
セ
ン
病
は
、

ど
ん
な
病
気
で
す
か
？
﹂

﹁
感
染
し
た
ら
、

隔
離
し
な
く
て
は

い
け
な
い
の
で
す
か
？
﹂

﹁
い
い
え
、
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。﹂

 

　
ハ
ン
セ
ン
病
は
と
て
も
感
染
力

の
弱
い
病
気
で
す
。
日
常
生
活
で

の
感
染
は
、
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。 

　
隔
離
政
策
が
始
ま
っ
て
か
ら
の

90
年
間
に
、
国
立
療
養
所
で
働
い

て
い
る
職
員
の
方
が
感
染
し
た
こ

と
は
、
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

﹁
ハ
ン
セ
ン
病
は
、

治
る
病
気
で
す
か
？
﹂

﹁
で
は
な
ぜ
、

差
別
が
続
い
た
の
で
す
か
？
﹂

─広報ひだか７月号─　（6）（7）　─広報ひだか７月号─
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今
回
も
、
多
く
の
お
年
寄
り
が

悩
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
疾
患
の

３
回
目
で
す
。 

 
●
老
人
ボ
ケ 

　
ボ
ケ
の
原
因
は
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
脳
の
老
化
と
関

連
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
す
。 

　
ボ
ケ
の
タ
イ
プ
は
、
脳
の
異
常

な
老
化
に
よ
る
「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
」
と
、
脳
の
血
管
障
害
に
老
化

が
加
わ
っ
た
「
脳
血
管
性
痴
呆
」

の
２
つ
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
脳
血

管
性
痴
呆
が
比
較
的
軽
い
症
状
な

の
に
対
し
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

は
ボ
ケ
の
症
状
に
加
え
、
け
い
れ

ん
な
ど
の
神
経
症
状
に
見
舞
わ
れ

ま
す
。
ボ
ケ
の
初
期
症
状
に
は
、

極
端
に
も
の
覚
え
が
悪
い
（
記
銘

力
障
害
）、
忘
れ
っ
ぽ
い
（
記
憶

力
障
害
）、
被
害
妄
想
が
強
い
、

徘
徊
す
る
、
身
だ
し
な
み
に
無
関

心
に
な
る
、
風
呂
に
入
り
た
が
ら

な
い
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

※
ボ
ケ
予
防
対
策 

①
気
を
若
く
、
色
々
な
事
に
関
心

を
も
つ
。 

②
他
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
。 

③
趣
味
を
も
ち
、
脳
を
刺
激
す
る
。 

④
歩
い
た
り
こ
ま
め
に
身
体
を
動

か
す
。 

⑤
塩
分
・
動
物
性
脂
肪
を
と
り
す

ぎ
な
い
。 

⑥
深
酒
、
喫
煙
を
し
な
い
。 

⑦
日
記
や
手
紙
を
書
き
、
頭
を
働

か
せ
る
。 
  

●
加
齢
臭
（
に
お
い
） 

　
40
歳
以
降
に
な
る
と
皮
脂
成
分

に
「
９
｜
ヘ
キ
サ
デ
サ
ン
酸
」
と

い
う
脂
肪
酸
が
増
え
、
不
快
な
体

臭
の
も
と
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
が

加
齢
臭
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

デ
オ
ド
ラ
ン
ト
効
果
の
あ
る
薬
用

石
け
ん
や
洗
浄
剤
を
使
っ
て
、
身

体
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
歳
を
と
る
と
歯
周
病
が

あ
っ
た
り
、
胃
が
悪
く
て
口
臭
が

あ
っ
た
り
と
、
な
に
か
と
病
気
を

抱
え
が
ち
で
す
。
こ
れ
ら
は
す
べ

て
臭
い
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
病
気
を
治
す
こ
と
が
先
決

で
す
。 

 
　
最
後
に
、
い
つ
ま
で
も
若
く
健

康
で
あ
り
、
イ
キ
イ
キ
と
し
た
老

後
を
送
る
た
め
の
注
意
点
を
書
い

て
こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
お
わ
り
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

・
偏
食
し
な
い
で
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
栄
養
を
と
る
。 

・
食
べ
す
ぎ
や
、
甘
味
、
塩
分
の

と
り
す
ぎ
に
注
意
す
る
。 

・
適
度
な
運
動
を
習
慣
づ
け
る
。 

・
良
質
な
睡
眠
を
と
る
。 

・
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
。 

・
正
し
い
姿
勢
を
保
つ
。 

・
歯
の
手
入
れ
を
こ
ま
め
に
行
う
。 

・
髪
の
洗
い
す
ぎ
に
注
意
す
る
。 

・
タ
バ
コ
は
百
害
あ
っ
て
一
利
な

し
。
酒
は
適
度
に
。 

・
身
体
を
温
め
、
冷
え
を
解
消
す

る
。 

・
身
体
を
清
潔
に
保
つ
。 

・
肌
の
ト
ラ
ブ
ル
は
早
め
の
予
防

と
ケ
ア
を
心
が
け
る
。 

・
薬
の
服
用
は
用
法
・
用
量
を
守

る
。 

のご案内
「健康テレホンサービス」「健康テレホンサービス」「健康テレホンサービス」

　高知保険医協会は県下の医師・歯科医
師約610名で構成された団体です。下記
の内容で朝９時から翌朝９時まで、24時
間同じテーマのテープを流しています。
健康テレホンサービスの電話番号は 

　０８８－８３２－５２６６ です。 

7 月  

※日曜日、祝日は前日と同じテーマが流れます。 

月曜日
火曜日
水曜日
木曜日

金曜日
土・日

▼  

▼  

▼  

▼  
 

▼  

▼  

子どもが歯をぶつけた 
上手な診察の受け方パート４ 
日焼けと日焼け止め 
教室ではどれだけの 
　　　　　　　視力が必要か 
夏こそプールで運動を 
高齢者の医療費負担について 

　日本脳炎については、予防接種法に基づき３歳から７歳６か月未満
の幼児（１期）、９歳から12歳まで（２期）、14歳から15歳まで（３期）
に定期の予防接種を行っていますが、他県で昨年、予防接種後に神経
障害などが起きる重症のADEM（急性散在性脳脊髄炎）になり健康被
害の症例があったため、平成17年５月30日付けで厚生労働省から接種
中止の勧告がありました。また、厚生労働省疾病･障害認定審査会の
答申を受け厚生労働省が５月26日に日本脳炎ワクチンの使用と重症の
ADEM（急性散在性脳脊髄炎）との因果関係を認定しました。 
　現時点では接種のリスクが高く、より慎重な対応をするため、定期
の予防接種においては、現行の予防接種の積極的な勧奨は中止するよ
うになりました。ただし、定期の予防接種対象者のうち日本脳炎に感
染する恐れが高いと認められる者（流行地へ渡航する者や蚊に刺され
やすい環境にある場合等）、その保護者が日本脳炎に係る予防接種を受
けさせることを特に希望される方のみ、今回の措置と日本脳炎予防接
種の趣旨並びに日本脳炎の予防接種の効果及び副反応などを医師から
説明を受け（説明書）十分理解していただき、同意を得た上で（同意
書に署名）、現行の日本脳炎ワクチンを使用した接種は認めるというこ
とになりました。従来通り医療機関で個別接種はできます。 
　同省は現在安全性の高いワクチンが来年にも供給できる見通しで、
その際には接種勧奨を再開したいとしています。 
　一般的な注意として、戸外へ出るときにはできる限り長袖及び長ズ
ボンを身につけるなど、日本脳炎ウイルスを媒介する蚊に刺されない
よう注意してください。 
　なお、この予防接種についてご不明なことがありましたら、下記ま
でご連絡ください。 

定期の予防接種における 
日本脳炎ワクチン接種についてのお知らせ 

お問い合わせ：日高村保健センタ－ 
　　　　　　　　２４－７８５１　　予防接種担当まで 

★乳児健診（生後３か月児～８か月児） 
　の日程変更のお知らせ 

変更前　平成17年７月14日（木） 
　↓ 
変更後　平成17年７月21日（木） 

＊日程をお間違えのないようにお願いします。 
　対象者には事前に個別通知します。 

お問い合わせ：日高村保健センター 
　　　　　　　　２４－７８５１ 

﹁
ら
い
菌
に
よ
る感染

症
で
す
。﹂

︵
遺
伝
病
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︶

 

　
ら
い
菌
に
よ
り
、
体
の
す

み
ず
み
ま
で
巡
っ
て
い
る
末

梢
神
経
や
、
皮
膚
が
お
か
さ

れ
る
病
気
で
す
が
、
こ
の
病

気
で
死
に
至
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

　
ら
い
菌
の
感
染
力
は
と
て

も
弱
く
感
染
し
に
く
い
病
気

で
す
。
し
か
し
体
温
の
低
い

場
所
を
好
む
菌
の
影
響
に
よ

り
、
顔
・
頭
・
手
・
足
な
ど

で
温
度
や
痛
み
の
感
覚
が
マ

ヒ
し
、
火
傷
や
外
傷
か
ら
傷

跡
が
残
る
後
遺
症
が
起
こ
り

ま
す
。 

﹁
は
い
、
治
り
ま
す
。﹂

 

　
プ
ロ
ミ
ン
と
い
う
薬
の
登
場
に

よ
り
、
ハ
ン
セ
ン
病
は
完
治
す
る

病
気
に
な
り
ま
し
た
。 

　
現
在
は
、
安
全
な
新
薬
の
登
場

や
、
い
く
つ
か
の
薬
を
使
っ
た
治

療
法
に
よ
り
、
早
期
発
見
で
後
遺

症
を
残
さ
ず
確
実
に
治
り
ま
す
。 

　
現
在
、
日
本
で
の
発
症
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。 

﹁
恐
ろ
し
い
病
気
と
い
う
偏

見
が
広
が
っ
て
し
ま
っ
た
か

ら
で
す
。﹂

 

　
容
姿
や
病
気
に
対
す
る
偏

見
と
と
も
に
、
90
年
間
続
い

た
隔
離
政
策
等
に
よ
る
恐
ろ

し
い
病
気
と
い
う
偏
見
が
広

が
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

　
明
治
維
新
。
文
明
国
の
仲

間
入
り
を
望
む
新
政
府
は
、

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
に
対
し
て

何
の
対
策
も
と
ら
ず
に
い
ま

し
た
。
そ
の
姿
勢
を
世
界
か

ら
批
判
さ
れ
た
た
め
、
患
者

の
治
療
と
い
う
目
的
で
は
な

く
、
批
判
の
元
に
な
っ
た
患

者
を
隔
離
す
る
た
め
の
政
策

を
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
ハ

ン
セ
ン
病
は
「
恐
ろ
し
い
病

気
」
で
あ
る
と
宣
伝
し
ま
し

た
。 

　
１
９
９
６
年
に
、
ハ
ン

セ
ン
病
患
者
に
対
す
る
強

制
隔
離
政
策
を
定
め
て
い

た
、
ら
い
予
防
法
は
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
そ
れ
で
全
て

が
解
決
し
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

　
患
者
達
は
こ
れ
ま
で
の

苦
し
み
だ
け
で
は
な
く
、

長
期
間
の
隔
離
政
策
や
自

身
の
高
齢
化
に
よ
り
、
今

な
お
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

家
族
に
会
う
こ
と
も
で
き

ず
、
亡
く
な
っ
て
い
く
方

も
い
ま
す
。 

　
ま
だ
ま
だ
残
る
偏
見
や

差
別
意
識
を
な
く
し
、
患

者
や
そ
の
家
族
達
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
ハ

ン
セ
ン
病
を
正
し
く
理
解

し
、
共
に
考
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。 

ハンセン病問題 ハンセン病問題 ハンセン病問題 

三
、
ハ
ン
セ
ン
病
を 

　
　
正
し
く
理
解
し
よ
う 

﹁
ハ
ン
セ
ン
病
は
、

ど
ん
な
病
気
で
す
か
？
﹂

﹁
感
染
し
た
ら
、

隔
離
し
な
く
て
は

い
け
な
い
の
で
す
か
？
﹂

﹁
い
い
え
、
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。﹂

 

　
ハ
ン
セ
ン
病
は
と
て
も
感
染
力

の
弱
い
病
気
で
す
。
日
常
生
活
で

の
感
染
は
、
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。 

　
隔
離
政
策
が
始
ま
っ
て
か
ら
の

90
年
間
に
、
国
立
療
養
所
で
働
い

て
い
る
職
員
の
方
が
感
染
し
た
こ

と
は
、
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

﹁
ハ
ン
セ
ン
病
は
、

治
る
病
気
で
す
か
？
﹂

﹁
で
は
な
ぜ
、

差
別
が
続
い
た
の
で
す
か
？
﹂
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国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

休
日
・
時
間
外
の
年
金
相
談
の
お
知
ら
せ
︵
７
月
︶

◎国民年金保険料は翌月末が納付期限です。
期限内に納めるようにしましょう。 
◎国民年金保険料の納付は、便利でお得な『口
座振替』をご利用ください。 

○
第
２
月
曜
日
は
、
県
下
４
つ
の
社
会
保
険
事
務
所
に
お
い
て
、
受
付
時
間
を

午
後
７
時
ま
で
延
長
し
て
年
金
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

○
７
月
９
日
（
土
）
は
、
県
下
４
つ
の
社
会
保
険
事
務
所
に
お
い
て
、
午
前
９

時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
年
金
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
　
詳
し
い
日
程
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
通
常
よ
り
混
雑
も
少
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。 

－国民年金－ 
お問い合わせは  24－5112

審査基準となる所得（収入）の目安 
《単身世帯の場合》 

（　）内は収入 

※審査基準となる所得の目安は家族構成などによって異な
りますので、詳しくは社会保険事務所までお問い合わせ
ください。 
※基準額を超えていても、失業、災害等により認められる
場合もあります。 

 
全　額 
免　除 
半　額 
免　除 
若年者 
納付猶予 

平成16年度 
35万円 

（100万円） 
85万円 

（150万円） 

平成17年度 
57万円 

（122万円） 
141万円 
（227万円） 
57万円 

（122万円） 

●
申
請
免
除
制
度 

　
経
済
的
に
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
で
、
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前

年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制

度
で
す
。
こ
の
申
請
免
除
制
度
に
は
、
保
険
料
の
全
額
が
免
除
さ
れ
る
「
全
額

免
除
」
と
、
保
険
料
の
半
額
が
免
除
さ
れ
残
り
の
半
額
を
納
付
す
る
「
半
額
免

除
」
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
若
年
者
納
付
猶
予
制
度 

（
平
成
27
年
６
月
ま
で
） 

　
本
人
の
所
得
が
低
く
て
も
、
所

得
が
一
定
額
以
上
の
世
帯
主
（
親

な
ど
）
と
同
居
し
て
い
る
場
合
は
、

保
険
料
免
除
の
対
象
に
は
な
り
ま

せ
ん
。 

　
そ
こ
で
、
若
年
層
の
雇
用
状
況

が
厳
し
い
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、

二
十
歳
代
の
本
人
及
び
配
偶
者
の

前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
に
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
平
成
17
年

４
月
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。 

 

●
所
得
基
準
が
変
わ
り
ま
し
た 

　
単
身
世
帯
を
中
心
に
免
除
基
準
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
所
得
要
件
が
一
部
緩

和
さ
れ
ま
し
た
。 
 

●
承
認
期
間 

　
７
月
（
平
成
17
年
度
の
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
は
４
月
）
か
ら
翌
年
６
月
ま

で
で
す
。
前
年
の
所
得
を
確
認
す
る
た
め
、
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。
申
請
が

遅
く
な
る
と
、
万
が
一
の
と
き
の
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
平
成
17
年
度
分
の
申
請
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方

は
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
承
認
を
受
け
た
期
間
は
… 

　
免
除
や
納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け
た

期
間
は
、
未
納
期
間
と
は
違
い
年
金
の

受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
（
半

額
免
除
は
、
半
額
の
保
険
料
を
納
付
し

な
い
と
未
納
に
な
り
ま
す
）。 

　
ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
の
金
額
を
計

算
す
る
と
き
に
は
、
下
図
の
と
お
り
減

額
ま
た
は
反
映
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
十
年
以
内
で
あ
れ
ば
追
納
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
年
金
額
を

満
額
に
近
づ
け
る
た
め
に
も
、
余
裕
が

で
き
た
と
き
に
追
納
す
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
（
２
年
以
上
経
過
し
た
場

合
は
、
当
時
の
保
険
料
に
一
定
の
加
算

額
が
か
か
り
ま
す
）。 

 

　
申
請
手
続
き
は
お
住
ま
い
の
市
町
村
役
場
・
国
民
年
金
担
当
窓
口
に
て
受
付

け
て
お
り
ま
す
。 

　
学
生
の
方
に
は
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。 

保険料納付 

半額免除 

全額免除 

若年者納付猶予 

未　　納 

全　　額 

３分の２ 

３分の１ 

年金額には反映されません 

年金額には反映されません 
受給資格にも算入されません 

年　金　額 

年
金
受
給
資
格
期
間
に

算
入
さ
れ
ま
す 

あ
な

たの土地を再

確
認

地籍 調査 

地 籍 調 査 に  
　 ご 協 力 を  

　
現
在
使
わ
れ
て
い
る
土
地
台

帳
や
公
図
は
、
明
治
時
代
に
作

ら
れ
た
も
の
が
多
く
、
当
時
の

未
熟
な
測
量
技
術
や
、
長
い
年

月
を
経
て
い
る
た
め
、
現
況
と

著
し
く
異
な
っ
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

　
地
籍
調
査
は
、
確
か
な
調
査
、

正
し
い
測
量
に
よ
っ
て
、
新
し

く
土
地
と
帳
簿
（
地
籍
図
と
地

籍
簿
）
を
作
り
ま
す
。
そ
れ
に

よ
り
、
皆
様
の
大
切
な
土
地
の

地
形
、
地
番
、
地
目
、
面
積
が

明
確
と
な
り
ま
す
。 

　
日
高
村
で
は
、
昭
和
60
年
か

ら
地
籍
調
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
特
に
山
間
部
で
の
境
界

の
確
認
が
困
難
に
な
っ
て
い
る

た
め
、
早
期
の
調
査
が
望
ま
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
平
成

16
年
度
よ
り
２
班
体
制
と
し
、

早
期
完
了
を
め
ざ
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。 

 

今
年
の
調
査
地
区
は 

　
平
成
17
年
度
は
左
記
の
字
の

調
査
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

本
郷
　
字
　
金
林
坊
　
父
原
　

丸
田
前 

下
分
　
字
　
麓
　
門
城
　 

　
　
　
　
　
繁
ノ
谷
　
日
山
　

日
ノ
奥
　
門
田
　

竹
ノ
瀬
　
谷
田
　

江
尻
　
片
山 

　
　
　
　
　
上
ノ
首
　
坪
井 

沖
名
　
字
　
野
中
　
庵
屋
敷
　

宮
尾
谷
　
猿
走
　

登
り
尾
　
大
倒
　

大
屋
敷
　
葛
籠
谷

椎
ノ
木
谷
　
大
嬋 

　
　
　
　
　
不
寒
冬
　
小
越
　

平
石
　
大
穴
　 

　
　
　
　
　
石
佛
　
僧
ヶ
橋
　

石
切
ヶ
端
　 

　
　
　
　
　
日
ノ
浦 

　
　
※
圃
場
整
備
地
区
は
除
く 

 

※
地
権
者
の
方
（
法
務
局
の
土

地
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る

方
）
に
は
、
調
査
の
ご
案
内

等
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
調
査
対
象
字
に

て
、
耕
作
を
し
て
い
た
の
に

案
内
が
来
て
い
な
い
と
い
う

方
は
、
他
の
名
義
人
の
土
地

で
耕
作
し
て
い
た
可
能
性
も

あ
り
ま
す
の
で
、
産
業
振
興

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

村
の
名
義
で
あ
っ
た
場
合
、

隣
地
の
方
の
了
承
に
よ
っ
て
、

払
い
下
げ
を
受
け
る
こ
と
も

可
能
で
す
。 

 

調
査
の
内
容
は
？ 

　
法
務
局
の
土
地
台
帳
や
公
図

に
基
づ
い
て
、
現
地
で
一
筆
ご

と
に
筆
界
や
地
番
、
地
目
、
所

有
者
等
の
調
査
を
行
い
ま
す
。 

地
権
者
の
皆
様
へ
の
お
願
い 

　
調
査
日
（
郵
送
で
通
知
）
ま

で
に
、
土
地
の
筆
界
が
分
か
る

よ
う
隣
地
の
所
有
者
や
地
区
推

進
委
員
と
相
談
し
、
杭
を
打
っ

て
く
だ
さ
い
。
杭
は
役
場
（
産

業
振
興
課
）
や
推
進
委
員
宅
に

用
意
し
て
い
ま
す
。 

　
ご
苦
労
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

円
滑
な
調
査
の
推
進
の
た
め
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

 

　
お
問
い
合
わ
せ
先 

　
産
業
振
興
課
　
地
籍
調
査
係 

　
　
２
４
｜
４
６
４
７ 

地籍調査
○地籍調査のメリットは？ 
　地籍調査を実施ししていると 
・土地の正確な位置が分かるので、土地の
境界のトラブルを未然に防止することが
できます。 
・土地の売買が円滑に行えます。 
・災害復旧が素早く行えます。 

などのメリットがあります。現在必要としてい
ないかもしれませんが、将来必ず役に立つ事業
です。 
 
○地籍調査で筆界を確定しましょう 
　地籍調査で筆界が確定しない状態を筆界未定
といいます。筆界未定になると、前記のメリッ
トがなくなるだけでなく、後日境界を入れると
なると、すべて個人負担で実施しなければなり
ません。個人負担のない地籍調査実施の際に、
筆界を確定されることをお勧めします。 

─広報ひだか７月号─　（8）（9）　─広報ひだか７月号─ 国保税、県村民税、固定資産税、介護保険料のお支払いは、口座振替が便利です。



国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

休
日
・
時
間
外
の
年
金
相
談
の
お
知
ら
せ
︵
７
月
︶

◎国民年金保険料は翌月末が納付期限です。
期限内に納めるようにしましょう。 
◎国民年金保険料の納付は、便利でお得な『口
座振替』をご利用ください。 

○
第
２
月
曜
日
は
、
県
下
４
つ
の
社
会
保
険
事
務
所
に
お
い
て
、
受
付
時
間
を

午
後
７
時
ま
で
延
長
し
て
年
金
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

○
７
月
９
日
（
土
）
は
、
県
下
４
つ
の
社
会
保
険
事
務
所
に
お
い
て
、
午
前
９

時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
年
金
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

　
詳
し
い
日
程
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
通
常
よ
り
混
雑
も
少
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。 

－国民年金－ 
お問い合わせは  24－5112

審査基準となる所得（収入）の目安 
《単身世帯の場合》 

（　）内は収入 

※審査基準となる所得の目安は家族構成などによって異な
りますので、詳しくは社会保険事務所までお問い合わせ
ください。 
※基準額を超えていても、失業、災害等により認められる
場合もあります。 

 
全　額 
免　除 
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免　除 
若年者 
納付猶予 
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35万円 

（100万円） 
85万円 

（150万円） 

平成17年度 
57万円 

（122万円） 
141万円 
（227万円） 
57万円 

（122万円） 
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で
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の
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用
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況

が
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踏
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、
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の
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の
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の
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が
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場
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に
、
申
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に
よ
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保
険
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納
付

が
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予
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る
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が
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17
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導
入
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れ
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中
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除
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の
見
直
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が
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の
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予
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高
村
で
は
、
昭
和
60
年
か

ら
地
籍
調
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
特
に
山
間
部
で
の
境
界

の
確
認
が
困
難
に
な
っ
て
い
る

た
め
、
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の
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よ
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と
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了
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す
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椎
ノ
木
谷
　
大
嬋 

　
　
　
　
　
不
寒
冬
　
小
越
　

平
石
　
大
穴
　 

　
　
　
　
　
石
佛
　
僧
ヶ
橋
　

石
切
ヶ
端
　 

　
　
　
　
　
日
ノ
浦 

　
　
※
圃
場
整
備
地
区
は
除
く 

 

※
地
権
者
の
方
（
法
務
局
の
土

地
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る

方
）
に
は
、
調
査
の
ご
案
内

等
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
調
査
対
象
字
に

て
、
耕
作
を
し
て
い
た
の
に

案
内
が
来
て
い
な
い
と
い
う

方
は
、
他
の
名
義
人
の
土
地

で
耕
作
し
て
い
た
可
能
性
も

あ
り
ま
す
の
で
、
産
業
振
興

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

村
の
名
義
で
あ
っ
た
場
合
、

隣
地
の
方
の
了
承
に
よ
っ
て
、

払
い
下
げ
を
受
け
る
こ
と
も

可
能
で
す
。 

 

調
査
の
内
容
は
？ 

　
法
務
局
の
土
地
台
帳
や
公
図

に
基
づ
い
て
、
現
地
で
一
筆
ご

と
に
筆
界
や
地
番
、
地
目
、
所

有
者
等
の
調
査
を
行
い
ま
す
。 

地
権
者
の
皆
様
へ
の
お
願
い 

　
調
査
日
（
郵
送
で
通
知
）
ま

で
に
、
土
地
の
筆
界
が
分
か
る

よ
う
隣
地
の
所
有
者
や
地
区
推

進
委
員
と
相
談
し
、
杭
を
打
っ

て
く
だ
さ
い
。
杭
は
役
場
（
産

業
振
興
課
）
や
推
進
委
員
宅
に

用
意
し
て
い
ま
す
。 

　
ご
苦
労
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

円
滑
な
調
査
の
推
進
の
た
め
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

 

　
お
問
い
合
わ
せ
先 

　
産
業
振
興
課
　
地
籍
調
査
係 

　
　
２
４
｜
４
６
４
７ 

地籍調査
○地籍調査のメリットは？ 
　地籍調査を実施ししていると 
・土地の正確な位置が分かるので、土地の
境界のトラブルを未然に防止することが
できます。 
・土地の売買が円滑に行えます。 
・災害復旧が素早く行えます。 

などのメリットがあります。現在必要としてい
ないかもしれませんが、将来必ず役に立つ事業
です。 
 
○地籍調査で筆界を確定しましょう 
　地籍調査で筆界が確定しない状態を筆界未定
といいます。筆界未定になると、前記のメリッ
トがなくなるだけでなく、後日境界を入れると
なると、すべて個人負担で実施しなければなり
ません。個人負担のない地籍調査実施の際に、
筆界を確定されることをお勧めします。 
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高知県食育推進員の募集 
（食育推進講習会の開催のご案内） 

　
高
知
県
で
は
、
今
年
度
か
ら
地

域
活
動
を
通
じ
て
「
食
育
」
の
推

進
を
行
っ
て
い
た
だ
く
「
食
育
推

進
員
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

　「
食
育
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
世
代

に
わ
た
っ
て
食
へ
の
関
心
を
喚
起

し
、
食
の
安
全
や
選
び
方
、
組
み

合
わ
せ
方
を
判
断
す
る
力
と
習
慣

を
習
得
し
て
い
く
も
の
と
さ
れ
、

特
に
、
こ
ど
も
た
ち
に
よ
っ
て
は

生
き
る
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
た

め
に
、
知
育
・
徳
育
・
体
育
の
基

礎
と
な
る
べ
き
も
の
と
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。 

　「
食
育
推
進
員
」
は
、
学
校
や

地
域
か
ら
の
要
請
に
応
じ
て
、
子

ど
も
を
は
じ
め
と
す
る
県
民
の
皆

様
を
対
象
に
し
て
、「
食
と
農
」

に
関
す
る
知
識
や
経
験
な
ど
の
講

話
や
郷
土
料
理
な
ど
の
調
理
実
習
、

食
品
工
場
の
見
学
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
活
動
領
域
で
、
県
民
の
食
へ

の
関
心
を
喚
起
し
、
安
全
で
安
心

で
き
る
食
生
活
の
実
践
を
推
進
し

て
い
く
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。 

　
募
集
対
象
は
、 

①
県
内
に
在
住
す
る
個
人
又
は
団

体
で
、
食
育
に
関
す
る
知
識
、

技
術
・
技
能
、
経
験
等
を
生
か

し
て
、
学
校
や
地
域
に
お
い
て

食
育
推
進
活
動
を
行
っ
て
い
た

だ
け
る
方 

②
食
育
推
進
員
講
習
会
を
受
講
し
、

氏
名
等
を
記
載
し
た
申
込
書
を

高
知
県
に
提
出
し
て
い
た
だ
け

る
と
と
も
に
、
申
込
内
容
を
市

町
村
、
同
教
育
委
員
会
（
小
中

学
校
を
含
む
）
に
提
供
す
る
こ

と
に
同
意
し
て
い
た
だ
け
る
方 

で
す
。 

　
こ
の
食
育
推
進
員
の
募
集
に
先

立
ち
、
日
高
村
で
も
、
左
記
の
と

お
り
食
育
推
進
員
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。
食
育
活
動
に
関
心
の
あ

る
方
は
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ

ひ
受
講
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
１
　
開
催
日
時 

　
平
成
17
年
７
月
13
日
（
水
）

　
　
14
時
〜
15
時
30
分 

２
　
開
催
場
所 

　
日
高
村
役
場
２
階
北
会
議
室 

３
　
講
習
内
容 

（
１
）
食
育
推
進
員
の
活
動
に

つ
い
て
（
説
明
） 

（
２
）
地
産
地
消
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
（
ビ
デ
オ
・
説
明
） 

（
３
）
そ
の
他 

 【
お
問
い
合
わ
せ
先
】 

日
高
村
産
業
振
興
課 

　
　
０
８
８
９
｜
２
４
｜
４
６
４
７ 

高
知
県
農
林
水
産
部
地
産
地
消
課 

　
　
０
８
８
｜
８
２
１
｜
４
８
０
７ 

できることから無理をせず、 
地産地消をすすめていこう！ 

　
日
高
村
の
地
産
地
消
に
つ
い
て
考
え
る

会
が
、
今
年
の
１
月
か
ら
月
１
回
ほ
ど
の

ペ
ー
ス
で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
６
月

９
日
に
開
催
さ
れ
た
第
４
回
目
の
話
し
合

い
で
、
こ
の
会
の
名
称
が
「
日
高
を
ま
る

ご
と
食
べ
よ
う
会
」
に
決
定
し
ま
し
た
。 

　「
日
高
を
ま
る
ご
と
食
べ
よ
う
会
」
で

は
、
学
校
に
通
う
子
ど
も
の
い
る
人
、
地

域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
し
て
い
る
人
、
農

業
関
係
者
、
学
校
関
係
者
、
行
政
関
係
者

な
ど
が
集
ま
り
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康
づ

く
り
や
地
域
づ
く
り
と
い
っ
た
、
自
分
た

ち
が
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
こ
と
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
形
で
地

産
地
消
を
進
め
て
い
け
ば
い
い
の
か
、
そ

れ
ぞ
れ
の
視
点
で
意
見
を
出
し
合
い
、
実

行
し
て
い
く
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
地
域
の
人
た
ち
が
作
っ
た
野
菜
を
学
校

給
食
に
取
り
入
れ
て
学
校
の
子
ど
も
た
ち

に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
見
を
き
っ

か
け
に
関
係
者
の
ご
協
力
を
得
て
、
６
月

か
ら
は
給
食
の
一
部
に
地
元
の
野
菜
も
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
６
月
９
日
の
会
で
は
、
地
産
地
消
の
活

動
内
容
に
つ
い
て
の
幅
広
い
意
見
交
換
な

ど
が
積
極
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　「
地
産
地
消
」
と
は
地
域
で
生
産
さ
れ

た
も
の
を
そ
の
地
域
で
消
費
す
る
こ
と
で

す
が
、
こ
の
言
葉
に
は
、
活
動
を
通
じ
て

人
と
人
の
つ
な
が
り
を
培
う
と
い
う
重
要

な
意
味
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　「
日
高
を
ま
る
ご
と
食
べ
よ
う
会
」
の

活
動
も
、
地
域
と
の
交
流
を
一
層
深
め
、

よ
り
い
き
い
き
と
し
た
村
づ
く
り
へ
発
展

し
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。 

です。 
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　放送大学はテレビ・ラジオで授業を行う通
信制大学です。さまざまな年代や職業の人達
へのニーズに応える科目を360以上ご用意し
ております。大学や大学院の授業科目を１科
目から気軽に学べるチャンスです！ 
　この機会に放送大学で学んでみませんか？！ 

★こんな方々にお勧めです！ 
○自分の興味のある科目だけを学びたい方。または、様々な分野の科目を複数学び 
　自己啓発を目指している方。 
○大学院レベルの高度な専門的知識を自宅に居ながら身に付けたい方。 
○学士の取得を目指している方。 
・その他職場研修で利用する等、いろんな活用の仕方があります。 
　この機会にご自分の生涯学習の一環として、是非放送大学で学んでみては如何でしょう？！ 

★一部科目のご紹介 
　　～子育て、家庭、健康関係～ 

家族の抱える困難や直面する危機的状況への対処の問題、又、現代医療における健康科学、 
BSE事件を契機としての食の安全性の問題等、幅広い分野の講義を多数開設しております。 

※これらの科目を含め約300の教養学部開設科目と67の大学院開設科目があります！ 

★入学料・授業料 
　－教養学部－ 　　　　　　　　　　　学生の種類 

科目履修生（６ヶ月在学し、希望する科目を履修） 

選科履修生（１年間在学し、希望する科目を履修） 

全科履修生（４年以上在学し、学士の学位の習得を目指す） 

入学料 

6,000円

8,000円

22,000円 

　　  授業料 

１単位あたり 

5,000円 

（テキスト代含む） 

　－大学院－ 

※修士課程を修了して、学位「修士（学術）」の資格を目指す修士全科生（平成18年度）の募集に
関しましては、別途お問い合わせください。 

★只今平成17年度第2学期学生を募集しております。 
　詳しい資料を無料進呈いたしますので、お気軽にお問い合わせください。 

出願受付期間：平成17年6月15日～平成17年8月31日 

資料請求・お問い合わせ 
放送大学高知学習センター 
〒780-8520　高知市曙町2-5-1（高知大学内）  
TEL 088-843-4864　FAX 088-843-4813 
放送大学ホームページ　http://www.u-air.ac.jp

THE UNIVERSITY OF THE AIR

　　　　　科　目　名 

乳幼児心理学（‘02）

児童家庭福祉（‘03）

スクールカウンセリング（‘05）

変動する社会と暮らし（‘02）

高齢者福祉論（‘03） 

放送メディア 

テレビ 

ラジオ 

テレビ 

ラジオ 

テレビ 

　　　　　科　目　名 

家族のストレスとサポート（‘04）

食品の成分と機能（‘03）

感染症と生体防御（‘04）

日本の食文化（‘04）

食品の安全性を考える（‘04） 

放送メディア 

ラジオ 

テレビ 

テレビ 

テレビ 

ラジオ 

　　　　　　　　　　　学生の種類 

修士科目生（６ヶ月在学し、希望する科目を履修） 

修士選科生（１年間在学し、希望する科目を履修） 

入学料 

12,000円

16,000円

　　  授業料 
１単位あたり 
10,000円 
（テキスト代含む） 

放送大学 
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を
策
定
し
ま
し
ょ
う
！ 

　
次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
が
健
や
か
に

生
ま
れ
、
育
成
さ
れ
る
環
境
の
整
備
の
た
め

に
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
事
業
主
そ
れ
ぞ

れ
の
果
た
す
べ
き
役
割
等
を
定
め
た
「
次
世

代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」
が
平
成
17
年
４

月
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
法
律
で

は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
取
組
と
と

も
に
、
事
業
主
に
も
労
働
者
が
仕
事
と
子
育

て
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
雇

用
環
境
整
備
の
た
め
の
行
動
計
画
を
策
定
・

実
施
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定
義
務
に
つ
い
て 

 

①
301
人
以
上
の
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業

主
は
、
行
動
計
画
を
策
定
し
、「
行
動

計
画
策
定
届
」
を
都
道
府
県
労
働
局
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

②
300
人
以
下
の
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業

主
は
、
行
動
計
画
を
策
定
し
、「
行
動

計
画
策
定
届
」
を
都
道
府
県
労
働
局
に

提
出
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

 

事
業
主
が
次
世
代
育
成
支
援
対
策
に
取
り
組

む
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト 

○
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
図
る
た
め
に
必

要
な
雇
用
環
境
の
整
備
が
行
わ
れ
て
い
る

企
業
等
の
労
働
者
は
、
モ
ラ
ー
ル
が
上
昇

す
る
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
産
性
の
向

上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

○
育
児
な
ど
を
理
由
に
退
職
す
る
労
働
者
が

減
る
こ
と
に
よ
り
、
優
秀
な
人
材
の
定
着

が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

認
定
制
度
と
は 

◇
事
業
主
は
、
雇
用
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

適
切
な
行
動
計
画
を
策
定
し
た
こ
と
、
そ

の
行
動
計
画
に
定
め
た
目
標
を
達
成
し
た

こ
と
な
ど
の
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合

は
、
申
請
を
し
て
都
道
府
県
労
働
局
の
認

定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

◇
認
定
を
受
け
る
と
、
企
業
等
は
認
定
を
受

け
た
こ
と
を
示
す
表
示
（
マ
ー
ク
）
を
、

広
告
、
商
品
な
ど
に
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
認
定
を
受
け
た
企
業
等

で
あ
る
こ
と
を
対
外
的
に
示
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

こ
う
し
た
こ
と
に
よ
り
、
次
世
代
育
成
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
で
あ
る
こ
と

が
周
知
さ
れ
、
企
業
等
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
や
、
優
秀
な
労
働
者
の
確
保
、
定
着
な

ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 
 

都
道
府
県
労
働
局
雇
用
均
等
室
で
配
布
し
て

い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
も

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　
　http://w

w
w
.m

hlw
.go.jp/

・
高
知
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　
　http://w

w
w
.kochi.plb.go.jp/

 

本
件
に
つ
い
て
の 

お
問
い
合
わ
せ
先
は 

高
知
労
働
局
雇
用
均
等
室
ま
で 

　
　
０
８
８
｜
８
８
５
｜
６
０
４
１ 

　
FAX
０
８
８
｜
８
８
５
｜
６
０
４
２ 

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
基
づ
く 

一
般
事
業
主
行
動
計
画 

　
日
高
中
学
校
で
は
、
毎
年
５
月
に
１
年
生
を
対
象
と
し

て
薬
物
乱
用
防
止
教
室
を
開
催
し
、
シ
ン
ナ
ー
や
覚
醒
剤

な
ど
の
薬
物
の
恐
ろ
し
さ
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
万
引
き
に

関
わ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
等
を
学
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
毎
年
実
施
し
て
い
る
取
組
み
が
評
価
さ
れ
、
高
知
県
薬

物
乱
用
防
止
推
進
連
合
協
議
会
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。 

日
高
村
教
育
委
員
会
の
学
校
訪
問
が
あ
り
ま
し
た

薬
物
乱
用
防
止
に
向
け
て
の

 
 
 
 
取
組
み
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

　
６
月
２
日
（ 木）
日
高
中
学
校
へ
の
日
高
村
教
育
委
員
会
の
学
校
訪
問
が

あ
り
ま
し
た
。
３
時
間
目
の
授
業
を
参
観
し
た
後
、
懇
談
が
あ
り
、
そ

の
中
で
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
上
手
く
と
れ
て
お
り
授
業
の
雰
囲

気
が
良
い
」
と
お
褒
め
の
言
葉
も
い

た
だ
け
ま
し
た
。 

調整池のアジサイの下草刈り
～日高村グラウンドワーク推進協議会～

　去る６月12日
（日）、一面の緑
におおわれた初
夏の日下川調整
池において、恒
例のグラウンド
ワーク作業が行
われ、24名のボ
ランティアが暑
さに負けずさわ
やかな汗を流し
ました。今回は、下池の周囲にいっせいに花を咲かせ
た約1,500株のアジサイの下草刈りを中心に行いました。 
　以前から池沿いにあったアジサイに加え、平成13年
３月には、約1,000株のアジサイを植樹して約４年、元
気にすくすく育ち、大人の背丈より大きくなった株も
あります。ほとんどの花は青紫色に輝き、池の緑と良
くマッチし、今やアジサイの名所といってよいほどに
育ちました。 
　池で涼しげに風にゆれるアジサイが、草刈りの疲れ
を吹き飛ばしてくれました。 

日高中学校
からの
お知らせ

日高中学校
からの
お知らせ
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DVD「　　　　　　　　　」を貸し出します によど物語
農林水産省中国四国農政局高瀬農地保全事業所 あめぼうやあめぼうや

　近年、新潟県や福岡県で発生した地震の際に地すべりや斜面の崩壊が発生するなど、土砂災害の被害
が多発しています。こうした中、中国四国農政局では、仁淀川に面する高知県仁淀村高瀬地区において、
平成16年４月より直轄地すべり対策事業を実施し、地すべり災害を未然に防ぐ対策を行っています。 
　このたび、事業の解説を収録したDVD「によど物語」が完成しました。このDVDは図書館で貸し出
しをしています。 
　DVDは、地すべりを未然に防止することによって国土が保全されるとともに、仁淀川流域に住む私
達の生活が守られていることを、美しい映像とわかりやすい CGで解説しています。内容は以下のとお
りです。なお、制作に当たっては、仁淀村や春野町などの地元農家の方々をはじめ、仁淀川の流域にお
住まいのみなさまや仁淀中学校のみなさまにもインタビューをさせて頂くなど、ご協力をいただいてい
ます。 

　地域の学習会や自主防災組
織などでご活用いただけます
場合には差し上げますので、
右記までお問い合わせくださ
い。 

ホームページ：http://www.chushi.maff.go.jp/kyoku/jigyou/bousai/takase/index.htm

ジスベラーズジスベラーズ

農林水産省中国四国農政局高瀬農地保全事業所 
　　〒781-2120　高知県高岡郡佐川町甲1591 
　　　　　0889-20-0201 
　　FAX：0889-22-0003

地すべり

年刊
たかせ通信

クイズ

仁淀川流域の気象や地形と、地すべ
り対策事業によって守られる仁淀川
流域の自然と農業を紹介します。

地すべり被害、防災工事、
地すべりのメカニズムなど
を解説します。

高瀬農地保全事業所の一年の
活動を紹介しています。

本編で学んだ事をクイズで理解度を
確認できるようになっています。

仁淀川の
 自然と農業

ホームページも

見てね！

    

　
土
佐
国
道
事
務
所
佐
川
国
道
維
持
出

張
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。 

　
国
道
33
号
で
は
、
大
雨
に
よ
り
落
石

や
土
砂
崩
れ
な
ど
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
、

通
行
し
て
い
る
車
両
や
皆
様
を
危
険
か

ら
守
る
た
め
に
通
行
止
め
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

【
通
行
止
め
に
な
る
時
】 

降
雨
が
連
続
し
て
、
250
㎜
に
達
し
た
時 

【
通
行
止
め
に
な
る
区
間
】 

・
高
知
県
越
知
町
横
倉
〜
吾
川
村
森
山 

（
地
図
⑥
番
　
20.3
㎞
区
間
） 

・
吾
川
村
森
山
〜 

愛
媛
県
久
万
高
原
町
柳
井
川 

（
地
図
⑦
番
　
12.8
㎞
区
間
） 

             

　
右
記
区
間
へ
は
、
自
動
車
は
勿
論
、

自
転
車
や
歩
行
者
の
方
も
進
入
す
る
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
。
ま
た
右
記
区
間
内

に
居
住
さ
れ
て
い
る
方
々
も
、
く
れ
ぐ

れ
も
こ
の
通
行
止
め
の
区
間
内
を
走
行

し
な
い
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

【
通
行
止
め
が
解
除
に
な
る
の
は
？
】 

　
大
雨
警
報
等
が
解
除
さ
れ
、
今
後
の

降
雨
の
可
能
性
が
ほ
ぼ
な
く
な
り
、
降

雨
が
止
み
２
時
間
後
に
行
う
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
で
異
常
が
な
い
と
確
認
さ
れ
た

場
合
に
通
行
止
め
が
解
除
と
な
り
ま
す
。 

　
た
だ
し
、
夜
間
に
降
雨
が
止
ん
で
も

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
が
出
来
な
い
た
め
早

朝
を
待
っ
て
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
こ
と

と
な
り
、
解
除
は
そ
の
後
に
な
り
ま
す
。 

【
携
帯
電
話
で
道
路
情
報
】 

　
携
帯
電
話
・
パ
ソ
コ
ン
か
ら
現
在
の

道
路
情
報
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。 

               

　
右
記
区
間
以
外
で
も
危
険
な
場
所
は

沢
山
あ
り
ま
す
、
台
風
な
ど
異
常
気
象

現
象
時
に
は
役
場
、
消
防
の
指
示
や
ご

近
所
と
相
談
の
上
慎
重
な
行
動
を
お
願

い
し
ま
す
。 

 

土
佐
国
道
事
務
所 

　
　
０
８
８
｜
８
８
４
｜
０
３
５
９ 

土
佐
国
道
事
務
所
佐
川
国
道
維
持
出
張
所 

　
　
０
８
８
９
｜
２
２
｜
１
０
２
２ 

docomo 
http://www.skrdoukan.com/i/i-mode.htm

au 
http://www.skrdoukan.com/ez/index.hdml

vodafone 
http://www.skrdoukan.com/j/j-sky.htm

パソコン 
http://www.skr.mlit.go.jp./info/
　　　　　　regulate/kyk/its/index.html

通行規制区間 

高知市 

至中村 

至松山 

大
雨
に
よ
る 

　
通
行
止
め
に
ご
協
力
を
！ 

大
雨
に
よ
る 

　
通
行
止
め
に
ご
協
力
を
！ 

大
雨
に
よ
る 

　
通
行
止
め
に
ご
協
力
を
！ 
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昔
な
つ
か
し
い

写
真
募
集

昔
な
つ
か
し
い

昔
な
つ
か
し
い

写
真
募
集

写
真
募
集

　
日
高
養
護
学
校
で
は
、
７
月
９
日
（土） 

恒
例
の
七
夕

ま
つ
り
を
お
こ
な
い
ま
す
。 

　
今
年
も
養
護
学
校
運
動
場
（
雨
天
時
は
体
育
館
）

に
お
い
て
の
開
会
行
事
の
後
、
音
楽
ク
ラ
ブ
を
中
心

に
し
た
歌
や
生
徒
に
よ
る
鳴
子
踊
り
や
カ
ラ
オ
ケ
大

会
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
運
動
場
で

は
焼
き
鳥
や
か
き
氷
な
ど
の
夜
店
も
予
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
日
高
養
護
学
校
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
校
内
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
は
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
や
む
を
え
ず
自
家
用
車
を
利
用
さ
れ
る

方
は
で
き
る
限
り
乗
り
合
わ
せ
を
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に
お
住
ま

い
の
皆
様
に
は
で
き
る
限
り
徒
歩
な
ど
の
方
法
で
お

越
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

第
30
回 

日
高
養
護
学
校 

七
夕
ま
つ
り
に
き
て
ね
！

七
夕
ま
つ
り
に
き
て
ね
！

七
夕
ま
つ
り
に
き
て
ね
！

日 程  
16時 30分～

　開会行事（運動場） 
16時 45分～

　歌（音楽クラブを中心に～） 
　鳴子踊り 
　カラオケ大会 
　夜店 
18時 50分～

　閉会行事 

　
日
高
村
は
、
昭
和
29
年
10
月
15
日
に
日

下
村
、
能
津
村
、
加
茂
村
の
一
部
が
合
併

し
日
高
村
が
誕
生
し
ま
し
た
。
平
成
16
年

10
月
15
日
に
は
村
制
50
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
本
年
10
月
９
日
に
合
併
50
周
年
を
記

念
し
、
式
典
、
写
真
集
の
発
行
等
計
画
い

た
し
て
お
り
ま
す
。 

　
村
内
の
皆
様
方
に
昔
懐
か
し
い
写
真

を
お
借
り
し
写
真
集
を
作
り
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
か
ご
協
力
お

願
い
致
し
ま
す
。 

日高村制50周年記念誌 
１、問い合わ

せ先 

日高村役場企
画課 

２、電話番号
 

24－5113

３、お借りし
たい写真 

昭和29年ごろ
から 

現在までの写
真 

４、〆切 

平成17年７月
31日 

記 
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▲ ▲ ▲  

平成17年度自衛官等募集案内 ▲ ▲ ▲

募集種目 資　　格 受付期間 試験期日 合格発表

防衛大学校学生
一般 高卒（見込含） ９／９～９／ 30 １次：11 ／ 12・13

２次：12 ／ 13～16
１次：12 ／７
最終：18年２／ 16

推薦 21歳未満 ９／５～９／７ 　　　９／ 24・25 　　　11 ／ 10

防衛医科大学校学生 高卒（見込含）
21歳未満 ９／９～９／ 30 １次：11 ／５・６

２次：12 ／７～９
１次：11 ／ 29
最終：18年２／ 16

航空学生 高卒（見込含）
21歳未満 ８／１～９／８

１次：９／ 23
２次：10 ／ 15～20
３次：11 ／ 13～12 ／９

１次：10 ／７
２次：11 ／４
最終：18年１／ 26

看護学生 高卒（見込含）
24歳未満 ９／９～９／ 30 １次：10 ／ 16

２次：11 ／ 18・19
１次：11 ／１
最終：18年１／ 11

一般曹候補学生 18歳以上24歳未満 ８／１～９／８ １次：９／ 17
２次：10 ／８～14

１次：10 ／３
最終：11 ／９

曹候補士 18歳以上27歳未満 ８／１～９／８ １次：９／ 17
２次：10 ／８～14

１次：10 ／３
最終：11 ／ 16

２等陸・海・空士（女子） 18歳以上27歳未満 ８／１～９／８ 　　　９／ 25・26 　　　11 ／ 18

２等陸・海・空士（男子） 18歳以上27歳未満 ８／１～９／ 15 １次：９／ 16
２次：受付時お知らせします 受付時お知らせします

※お問い合わせは市町村窓口又は下記へお気軽にどうぞ。パンフレット等もございます。
　〒785-0041　自衛隊須崎募集事務所　須崎市西崎町325-2　　☎ 0889－42－7186



池野いちび選 

ひ
だ
か

 
 
俳
壇

 

郵
便
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
郵
便
局
で
は
、
た
だ
い
ま
平
成
17
年
用

暑
中
見
舞
用
郵
便
葉
書
を
発
売
し
て
い
ま

す
。 

　
種
類
は
、
裏
面
に
夏
ら
し
い
イ
ラ
ス
ト

を
配
し
た
絵
入
り
２
種
類
（「
夏
雲
湧
く

ラ
ベ
ン
ダ
ー
畑
」「
き
ん
ぎ
ょ
」）
の
ほ
か
、

「
無
地
」、
パ
ソ
コ
ン
愛
好
者
に
好
評
を
い

た
だ
い
て
い
る
「
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
紙
」、

く
ぼ
み
入
り
葉
書
も
発
売
し
ま
す
。
価
格

は
、
い
ず
れ
も
１
枚
50
円
で
す
。 

～
暑
い
夏
に  

涼
し
い
便
り  

お
届
け
し
ま
す
～

親しいお友達に… 
　　　遠く離れたあの方に… 

無地・
インクジェット

夏雲湧く
ラベンダー畑

きんぎょ

親しいお友達、
遠く離れたあの方への
夏だよりに…

是非ご利用ください！！

お楽しみのくじの抽せん日は９月４日（日）。商品は… 

　　等　級 　 内容（予定） 　当せん割合 　当せん本数　 

夏のおたより賞 地域の特産品小包 １万本に５本 125,150本 

切手シート賞 「ふみの日」 100本に３本 7,509,000本  小型切手シート 

照会先：伊野郵便局　　088－893－0050　ゆうびんホームページ  http://www.post.japanpost.jp/

 

門
田
の
ぶ
子 

○
純
白
の
牡
丹
を
染
め
し
傘
の
色 

百
花
の
王
と
さ
れ
て
き
た
牡
丹
は
、
色
も
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
掲
句
は
純
白
の
牡
丹
。

そ
の
牡
丹
が
何
色
か
の
傘
の
色
で
ほ
の
か
に

染
ま
っ
た
と
詠
む
。 

繊
細
な
感
覚
。 

 

濱
田
　
　
幸 

○
青
梅
を
枝
ご
と
切
つ
て
落
し
け
り 

梅
の
実
は
青
い
う
ち
に
と
る
。
な
る
べ
く
傷

つ
け
な
い
よ
う
に
手
で
　
ぎ
た
い
の
で
あ
る

が
、
高
い
と
こ
ろ
で
は
、
そ
れ
は
至
難
の
業
。

鈴
な
り
の
梅
が
枝
ご
と
地
上
に
落
ち
た
音
が

聞
こ
え
そ
う
で
あ
る
。 

 
 

岩
村
　
さ
と 

紋
白
蝶
キ
ャ
ベ
ツ
畠
を
乱
舞
す
る 

青
梅
と
聞
き
た
る
だ
け
で
顔
ゆ
が
む 

 

柏
井
　
皓
子 

干
草
の
擦
れ
合
ふ
音
を
束
ね
け
り 

光
り
合
ふ
蛍
同
志
の
世
界
か
な 

 

川
瀬
　
晴
恵 

青
梅
を
見
付
に
置
き
て
サ
ン
シ
ャ
イ
ン 

蛍
の
夜
声
で
わ
か
り
し
闇
の
人 
 

鎮
西
　
美
緒 

泥
合
羽
投
げ
込
み
洗
ふ
夏
の
川 

手
の
と
ど
く
枝
よ
り
青
き
梅
を
採
る 

 

中
山
　
美
根 

ゑ
ん
ど
う
の
競
り
合
う
て
実
の
拉
げ
を
り 

片
面
は
紅
を
穿
き
を
り
青
き
梅 

 

中
村
　
梅
子 

如
露
口
を
ふ
さ
い
で
を
り
ぬ
青
蛙 

木
の
蛇
に
静
か
な
動
き
葬
の
庭 

 

南
部
記
代
子 

ま
だ
明
け
ぬ
峡
鳴
き
渡
る
ホ
ト
ト
ギ
ス 

遅
咲
き
の
一
本
だ
け
の
ア
マ
リ
リ
ス 

 

橋
詰
登
志
子 

青
梅
を
漬
け
て
く
れ
た
と
い
ふ
電
話 

雨
晴
れ
て
殊
さ
ら
太
き
茄
子
の
花 

 

浜
田
　
博
子 

谷
音
を
聞
き
つ
つ
育
つ
実
梅
か
な 

青
い
風
吹
け
ば
青
梅
顔
の
ぞ
く 

 

森
下
　
花
子 

中
程
は
屋
根
裏
に
あ
る
蛇
の
衣 

青
〆
と
い
ふ
青
梅
の
実
り
か
な 

 

伊
野
部
哲
也 

青
梅
の
丸
み
天
守
閣
け
ぶ
る 

蛇
の
衣
見
へ
ぬ
も
の
ま
で
動
き
け
り 

 

島
田
　
　
瞳 

海
芋
咲
く
虫
食
い
葉
つ
ぱ
に
育
て
ら
れ 

夏
兆
す
朱
の
壁
に
下
り
緑
蔦 

 

池
野
い
ち
び 

短
夜
の
メ
モ
に
と
ど
め
て
お
く
日
記 

末
の
子
に
ひ
と
つ
お
ま
け
の
さ
く
ら
ん
ぼ 

─広報ひだか７月号─　（14）（15）　─広報ひだか７月号─
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広
報
ひ
だ
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ly    2005　７

月
号
 

 N
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発
行
/日
高
村
役
場
　
〒
781-2194 高

知
県
高
岡
郡
日
高
村
本
郷
61-10889-24-5111 F

A
X
0889-24-7966

　
編
集
/日
高
村
広
報
編
集
委
員
会
　
印
刷
/西
村
謄
写
堂
 

日高村の人口 日高村の 
交通事故発生状況 

机からの風景
～コスモス文庫より～

机からの風景
～コスモス文庫より～

机からの風景
～コスモス文庫より～

机からの風景
～コスモス文庫より～

机からの風景
～コスモス文庫より～

ヴィニースヴィニースヴィニース

日��記

広報編集委員会からのお知らせ 

　日高村においても、個人情報保護法の
全面施行を受けた措置として、今月号よ
り、長年に渡って掲載しておりました、
広報誌のおめでた・おくやみ欄を廃止い
たします。 

東部保育所の交通安全教室東部保育所の交通安全教室東部保育所の交通安全教室

　6月16日（木）東部保育所において県民生活
課といの署の方々の指導のもとに交通安全教室
が行われました。ビデオが上映され、交通安全や
不審な人に声を掛けられた場合の対応を教えて
いただきました。また、ミニチュアの信号機と
横断歩道を使って横断歩道の渡り方を学びまし
た。右を見て左を見て、そして右を見て横断す
ることなどを実際に体験することができました。 
　子どもたちは、元気に交通ルールを学んでい
ました。 
　交通事故はいつ起こるかわかりません。地域
社会が子どもたちから目を 
離さないことが大切で 
はないでしょうか。 

　　　１～５月分（５月） 

人身事故　　18件 （１件） 

死　　者　　０名 （０名） 

傷　　者　　22名 （１名） 

　　　　　　５月末現在 

　　　　　　   （前月比） 
世帯数 　 2,424　（±０） 
人　口 　 6,208人（－３） 
　　　 男 2,954人（－３） 
　　　 女 3,254人（±０） 

前月のデータに誤りがあり以下訂正します。 

世帯数 　 2,429　　を　2,424　  に
人　口 　 6,217人　を　6,211人  に
　　　 男 2,960人　を　2,957人  に
　　　 女 3,257人　を　3,254人  に 

○
開
館
時
間 

　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時 

○
休
館
日
　
月
・
祝
日 

○
貸
出 

　
ひ
と
り
５
冊
ま
で
、 

　
２
週
間 

　
　
20
―
１
５
３
３ 

図書館利用案内

         

　
６
月
９
日
に
、
能
津
小
学
校
の
１
・
２

年
生
が
、
図
書
館
に
き
て
く
れ
ま
し
た
。

引
率
は
担
任
の
楠
先
生
と
松
下
先
生
で
す
。 

　
団
体
利
用
と
い
う
こ
と
で
、
図
書
館
の

館
内
案
内
（
図
書
館
の
本
棚
の
構
成
な
ど

の
説
明
）
と
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
、

自
由
に
本
を
見
る
時
間
の
３
つ
の
セ
ッ
ト

で
メ
ニ
ュ
ー
を
組
み
ま
し
た
。 

　
能
津
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
は
、
と
て

も
元
気
で
、
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。
読
み
聞
か
せ
の
時
間
は

静
か
に
集
中
し
て
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。

読
み
聞
か
せ
し
た
絵
本
は
、「
は
ち
う
え

は
ぼ
く
に
ま
か
せ
て
」（
ジ
オ
ン
文
／
グ

レ
ア
ム
絵
）
で
し
た
。 

　
図
書
館
で
は
、
学
校
か
ら
の
依
頼
で
団

体
で
の
利
用
も
受
け
て
い
ま
す
。
日
下
小

学
校
は
お
得
意
さ
ま
で
、
４
月
に
は
３
年

生
と
５
年
生
、
５
月
は
２
年
生
が
き
て
く

れ
ま
し
た
。
今
月
の
17
日
に
は
ま
た
３
年

生
が
き
て
く
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

学
校
以
外
の
団
体
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の

で
、
図
書
館
を
団
体
で
ご
利
用
に
な
り
た

い
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
に
ん
じ
ん

畑
の
教
室
の
貸
し
出
し
も
し
て
い
ま
す
。

会
議
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
日
高
村
の
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち

は
！
４
月
と
５
月
は
天
気
が
よ
か

っ
た
で
す
ね
。
高
知
県
の
て
ん
き

は
す
ご
く
い
い
で
す
。
カ
ナ
ダ
で

は
毎
年
７
月
１
日
に
カ
ナ
ダ
デ
ィ

（
建
国
記
念
日
）
を
祝
い
ま
す
。

こ
の
日
は
カ
ナ
ダ
の
国
民
の
休
日

で
、
家
族
や
友
達
と
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
ま
す
。
世
界
中
か
ら
た

く
さ
ん
の
人
々
が
オ
タ
ワ
を
訪
れ

カ
ナ
ダ
デ
ィ
（
６
月
21
日
か
ら
始

ま
り
７
月
１
日
ま
で
の
11
日
間
）

を
楽
し
み
ま
す
。 

 

６
月
21
日 

｜N
a

tio
n

a
l A

b
o

rig
in

a
l D

a
y

 

独
特
な
財
産
や
カ
ナ
ダ
の
文
化
に
貢
献
し
た
人
を

祝
う
特
別
な
日
で
す
。 

 

６
月
24
日 

｜S
a

in
t-J

e
a

n
 B

a
p

tis
te

 D
a

y

こ
の
日
は
、
フ
レ
ン
チ
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
た
ち
が
フ

ラ
ン
ス
の
文
化
を
パ
レ
ー
ド
な
ど
で
祝
い
ま
す
。 

こ
れ
は
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
で
は
と
て
も
特
別
な
も
の

で
す
。 

 

６
月
27
日 

｜C
a

n
a

d
ia

n
 M

u
ltic

u
ltu

ra
lism

 D
a

y

多
数
の
文
化
や
宗
教
、
共
同
体
を
特
別
に
祝
う
日

で
す
。 

 

７
月
１
日
｜C

a
n

a
d

a
 D

a
y

１
８
６
８
年
７
月
１
日
に
カ
ナ
ダ
が
誕
生
し
た
日

で
す
。 

 

　
い
つ
か
カ
ナ
ダ
に
訪
れ
、
カ
ナ
ダ
デ
ィ
を
私
た
ち

と
一
緒
に
祝
う
こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

ま
た
ね
、 

 V
ineeth S

tephen, 
H
idaka-M

ura A
LT

誤 正 

　平成18年度より中学校で使
用される検定済み教科書の見

本を下記のとおり展示します。村民の方が閲覧
される機会を設けますので、お知らせします。 

　１．期日　７月11日（月）～７月15日（金） 
　　　　　　（9：00～17：00） 
　２．場所　日高村教育委員会 

お知らせお知らせお知らせ


